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緒言  
魚類相とは，ある特定の水域や環境に生息する全ての魚類の種組成のことで

あり，種の同定に基づき決定される（本村  2018）．魚類相研究は，海洋生態系の
中―上位に位置する魚類の多様性や，当該海域における漁業やレジャー遊漁，ダ
イビングといった生態系サービスに還元される要素の健全性を評価する上で欠

かせない．伊豆諸島の伊豆大島や八丈島については魚類相の比較的充実した調査

がなされている（Senou  et al .  2002, 2006；竹内ほか  2012）．また，加藤ほか（ 2002）
は伊豆・小笠原諸島で包括的に記録された魚類を地方名および写真資料とともに

報告している．しかし御蔵島の魚類相については加藤ほか（ 2002）においても十
分に触れられておらず，島周辺で釣獲される魚類および頭足類の短期的な記録

（栗本ほか  1996），定置網漁業の漁獲物調査に基づく記録（安藤・加藤  2008），
東京都のレッドデータブック・レッドリストの編纂に伴う陸水域での単発的な調

査記録（瀬能  2011），オオミズナギドリ Calonectris leucomelas  (Temminck 1836)
の胃内容物から得られた魚類をまとめた Matsumoto et al .  (2012)，ミナミハンド
ウイルカ Tursiops aduncus  Ehrenberg 1832 の食性解析の過程で確認された魚類を
まとめた北ほか（ 2018），などの単発的な記録・報告にとどまり，島全体の特に
海洋に注目した網羅的かつ長期的な魚類相調査は進んでいない（御蔵島島史編纂

委員会  2006；菅野  2009b）．  
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御蔵島近海は，海洋生物学気候区分における温帯域と亜熱帯域のほぼ中間に

位置する．北太平洋を支配する世界二大海流である黒潮の影響を強く受け，島周

辺にはそれに起因する湧昇流が発生し深海性魚類が比較的浅場でみられる，黒潮

の蛇行時には親潮に起因する冷水塊の影響を受ける，御蔵島が擁する照葉樹林か

ら流れ出る河川水により有機物や塩類が供給される，島周縁の大部分が急峻な崖

の下に巨大な岩石が積み重なった険しい沿岸で構成されておりタイドプールな

どの沿岸性魚類の生活史初期の生息に適する環境が乏しい，造礁サンゴ群集ある

いはサンゴ礁の発達が乏しいなどの特色をもつ（御蔵島島史編纂委員会  2006；
菅野  2009b；本研究）．この様に一見多様な生物を育む環境であることが想起し

づらい環境であるにもかかわらず，御蔵島周辺海域にはミナミハンドウイルカを

中心とした鯨類，マグロ類やカジキ類といった大型の魚類，アホウドリ科やオオ

ミズナギドリなどの中型・大型の海鳥類など主に魚類を餌とする大型生物が多く

確認されている（御蔵島島史編纂委員会  2006；菅野  2009a；松山・和田  2024）．  
そこで本研究ではこの様な御蔵島の特異的な海洋条件でどのような魚類が生

息し，どのような魚類がこの島を特徴づける大型生物を支持するかを把握するた

めに 2020 年から 2025 年にかけて魚類相調査を実施し，確認された魚類の目録

を作成した．併せて環境 DNA メタバーコーディング法による生物相の調査も実

施した．  
 
材料及び方法  
資料に基づく目録構築  

今回の調査では，御蔵島の魚類相の把握を目的に，2020 年から 2025 年にかけ

て以下のような手法により魚類の生息状況を調査した：一般的な釣りの手法によ

り魚類を採集；潮間帯の転石下に生息する魚類を徒手またはたも網で採集；遊泳

可能な御蔵島港西側港湾内でシュノーケリングを行い，確認された魚類を写真撮

影あるいはたも網で魚類を採集；夜間，上潮時に御蔵島港桟橋にて集魚灯及び投

光器を使用し，たも網を使い浮遊稚魚を採集．この他，タカベ網（刺網）によっ

て漁獲された魚類も調査の対象とした．採集した魚類は神奈川県立生命の星・地

球博物館（KPM-NI），鹿児島大学総合研究博物館（KAUM–I.）および東京大学総

合研究博物館（ZUMT）に標本資料として登録し，撮影した写真は神奈川県立生

命の星・地球博物館に画像資料（KPM-NR）として登録した．標本の作製手順は

本村（ 2009）に従った．詳細な各資料の属性情報は上述の所蔵機関にデータベー

ス登録されている．また，神奈川県立生命の星・地球博物館と国立科学博物館魚

類標本コレクション（NSMT-P）に既に収蔵されている標本と写真，および文献

記録を調査し，上述の実地調査で得られたものと共に目録とした．なお，調査期

間外に得られた資料は登録番号にアスタリスク（ *）を付して示した．得られた
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資料は各分類群の検 索および特定の分類群をあつかった文 献（Melo 2010; 
Shibukawa and Ida 2013；中坊  2013；沖山  2014；本田ほか  2022；Koeda and Uehara 
2024；古𣘺ほか  2025）に基づき同定をおこない，種階級以上のタクソンの実態

が判断できたもののみを，科の掲載順は本村（ 2025）の科番号に従い，種の掲載

順は学名のアルファベット順として目録とした．栗本ほか（ 1996）が報告した魚
類のうち，「エイ」，「サヨリ」，「ダツ」，「トビウオ」，「ヒラアジ」，「ムロアジ」，

「メジナ」，「イスズミ」，「キス」，「ヒメジ」，「サバ」，「ソウダガツオ」は記載内

容から種階級以下の分類階級の実態が判断できなかったため目録に含めなかっ

た．Matsumoto  et al .（ 2012）がオオミズナギドリの胃内容物として報告した魚類
のうち，“ short trip”と定義された御蔵島近海から得られた可能性が高いものは

目録に含めた．ミナミハンドウイルカの食性解析を行った北ほか（ 2018）では，
糞由来 DNA のバーコーディングと胃内要物に関しての記述があるが，本報告で

は後者で記録された魚類のみを目録に含めた．  
 
環境 DNA メタバーコーディング法による分析  

2023 年 12 月 11 日に御蔵島港岸壁から 18 時と 21 時の 2 回，それぞれ 1 L の
海水を採水し，採水場所の選定および採水方法は，環境 DNA 調査・実験マニュ

アル（環境 DNA 学会  2020）に準拠した．その後，採水サンプルにオスバン消毒

液（塩化ベンザルコニウム 10%水溶液）を 1 mL 添加し，冷蔵状態で生物技研株

式会社に発送した．サンプルのろ過， DNA 抽出，ミトコンドリア DNA の

Cytochrome oxidase subunit I 領域を対象としたライブラリ作製（ 1st PCR プライ

マー：1st-IntF, 1st-HCOmR；2nd PCR プライマー：2ndF, 2ndR），シーケンス，フ

ォワード配列とリバース配列の連結，低品質配列およびキメラ配列の除去，

Qiime2 の dada2 プラグイン（Bolyen  et al .  2019）および Blastn（Altschul et al .  
1990, 1997）を用いた類似性の高い配列（Operational Taxonomic Unit：OTU）の抽
出および分類は，生物技研株式会社に委託した．次に，以下の基準で OTUs を解
析対象から除去した：(1) リファレンス配列との塩基一致率が 97%未満の OTUs；
(2) 2 回の採水でリード数が 1 以下の OTUs； (3) 陸生生物と一致する OTUs； (4) 
本研究で検討しない分類群（細菌，真菌，ピコゾア，アメーバ動物，バクテリア）

に属する OTUs．本研究で取得し，解析に使用した fastq ファイルは DDBJ
（ https://www.ddbj.nig.ac.jp）に登録されている（ 18 時採水：SAMD00858715；21
時採水：SAMD00858716）．  
 
結果  
御蔵島産魚類目録  

2020–2025 年の調査においては標本資料 615 件，写真資料 68 件が収集され，
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これらは 97 科 280 種に同定された（未同定種を除く）．調査期間外に収集されて

いた標本と写真，および文献記録を含めると，これまでに記録された魚類の合計

は 106 科 295 種に上った．記録された種はベラ科が 19 種と最も多く，次いでハ
ダカイワシ科が 18 種，アジ科が 17 種，イットウダイ科，テンジクダイ科，イソ

ギンポ科，およびモンガラカワハギ科がそれぞれ 8 種，トビウオ科，ヒメジ科，

スズメダイ科，ニザダイ科，およびフグ科がそれぞれ 7 種と続いた．  
 
トラザメ科 Scyliorhinidae 
フカミトラザメ Scyliorhinus hachijoensis  Ito, Fujii, Nohara and Tanaka 2022 

標本  NSMT-P 135963*，NSMT-P 135964*，御蔵島東沖，水深 200–300 m，2024
年 8 月 24 日；NSMT-P 136477*，NSMT-P 136478*，御蔵島東沖，水深 100–
200 m， 2024 年 8 月 24 日．  

備考  これらの標本は Ito et al .  (2022)によって報告され， Scyliorhinus 
hachijoensis のパラタイプに指定された．  

 
ドチザメ科 Triakididae 
エイラクブカ  Hemitriakis japanica  (Müller and Henle 1839) 

標本  KPM-NI 82954，御蔵島沖， 2024 年 8 月．  
 
メジロザメ科 Carcharhinidae 
ガラパゴスザメ Carcharhinus galapagensis (Snodgrass and Heller 1905) 

標本  KPM-NI 83552，御蔵島西沖，水深 70–100 m， 2024 年 9 月 26 日．  
 
ツノザメ科 Squalidae 
ヒレタカツノザメ Squalus shiraii  Viana and Carvalho 2020 

標本  KPM-NI 82919, KPM-NI 83626，御蔵島沖， 2024 年 9 月 12 日．  
 
サカタザメ科 Rhinobatidae 
サカタザメ Rhinobatos schlegelii  Müller and Henle 1841 

標本  NSMT-P 64135*，御蔵島沖，水深 30 m， 2001 年 11 月 17 日．  
 
アカエイ科 Dasyatidae 
ヤッコエイ  Neotrygon yakkoei Hata and Motomura 2024 
写真資料  KPM-NR 248065，御蔵島港，水深 2–10 m， 2023 年 12 月 11 日．  
備考  本種は調査期間中において唯一確認されたエイ上目に含まれる魚類で

あり，御蔵島港西側港湾内で数多く確認されたため，栗本ほか（ 1996）が報
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告した「エイ」は本種である可能性がある．  
 
ウナギ科 Anguillidae 
オオウナギ  Anguilla marmorata  Quoy and Gaimard 1824 

標本  KPM-NI 26752*–26757*，大島分川河口， 2010 年 7 月 28 日．  
写真資料  KPM-NR 98322*–98323*，大島分川河口， 2010 年 7 月 28 日．  
文献資料  御蔵島島史編纂委員会（ 2006）：大島分川，平清水川；菅野

（ 2009a）：平清水川；瀬能（ 2011）：大島分川河口．  
備考  上述の標本および写真資料は，瀬能（ 2011）による調査の際に得られた
もので，いずれも幼魚であるものの，御蔵島島史編纂委員会（ 2006）と菅野
（ 2009a）は御蔵島南部に位置する平清水川から成魚と考えられる個体を報

告している．なお，伊豆諸島のオオウナギは東京都レッドリスト 2011 年版

において情報不足（DD）として扱われており（瀬能，2011），更なる情報の

蓄積とそれに基づく再評価が望まれる．  
 

ウツボ科 Muraenidae 
トラウツボ  Enchelycore pardalis (Temminck and Schlegel 1846) 

標本  KAUM–I. 197626, 197627，御蔵島港，水深 3–10 m， 2023 年 12 月 11 日；

KPM-NI 80237，御蔵島港，水深 0.2 m， 2024 年 7 月 14 日．  
 
ニセゴイシウツボ  Gymnothorax isingteena (Richardson 1845) 
写真資料  KPM-NR 248052，御蔵島港，水深 2–10 m， 2023 年 12 月 11 日．  

 
ウツボ  Gymnothorax kidako (Temminck and Schlegel 1846) 

標本  KAUM–I. 197621–197623，御蔵島港，水深 3–10 m， 2023 年 12 月 11
日；KPM-NI 80245，御蔵島港，水深 7 m， 2024 年 7 月 13 日．  

文献資料  栗本ほか（ 1996）：御蔵島沿岸， 1987 年 4–12 月．  
 

ワカウツボ  Gymnothorax meleagris  (Shaw 1795) 
標本  KAUM–I.197549，御蔵島港，水深 3–10 m，2023 年 12 月 11 日；KPM-NI 

78450，御蔵島港，水深 3 m，2023 年 12 月 13 日；KPM-NI 80228, 80238, 80242，
御蔵島港，水深 0.2 m， 2024 年 7 月 14 日．  

 
ホシキカイウツボ  Uropterygius  sp. sensu Hatooka (2013) 

標本  KPM-NI 80229–80235, 80239–80241，御蔵島港，水深 0.2 m， 2024 年 7
月 14 日．  
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ウミヘビ科 Ophichthidae 
モヨウモンガラドオシ Myrichthys maculosus  (Cuvier 1816) 

標本 KAUM–I. 197624, 197625，御蔵島港，水深 3–10 m，2023 年 12 月 11 日．  
 
アナゴ科  Congridae 
オオシロアナゴ Ariosoma major  (Asano 1958) 

標本  KPM-NI 74642，御蔵島港，水深 1 m， 2022 年 10 月 30 日．  
 
ニシン科 Clupeidae 
マイワシ Sardinops melanostictus  (Temminck and Schlegel 1846) 

標本  KPM-NI 71735–71738，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2022 年 4 月 10 日．  
 
ウルメイワシ科 Dussumieriidae 
ウルメイワシ Etrumeus micropus  (Temminck and Schlegel 1846) 

標本  KPM-NI 71739–71741，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2022 年 4 月 10 日．  
 
カタクチイワシ科  Engraulidae 
カタクチイワシ Engraulis japonica  Temminck and Schlegel 1846 

文献資料  Matsumoto et al .  (2012)：御蔵島近海（オオミズナギドリの胃内容
物）．  

 
タイワンアイノコイワシ Encrasicholina punctifer Fowler 1938 

標本  KPM-NI 78231，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2023 年 11 月 16 日；KPM-NI 
79897–79898，御蔵島港，水面直下， 2024 年 6 月 10 日．  

 
ネズミギス科 Gonorynchidae 
ネズミギス  Gonorynchus abbreviatus Temminck and Schlegel 1846 

標本  KPM-NI 74618–74620，御蔵島港，水深 1 m， 2022 年 10 月 29 日．  
 
コイ科  Cyprinidae 
コイ  Cyprinus carpio  Linnaeus 1758 

標本  KPM-NI 26758*–26763*，御代ヶ池， 2010 年 7 月 29 日；NSMT-P 
119449*，御代ヶ池， 2006 年 11 月 10 日．  

文献資料  御蔵島島史編纂委員会（ 2006）：御代ヶ池；瀬能（ 2011）：御代ヶ
池；馬渕（ 2014）：御代ヶ池．  

備考  神奈川県立生命の星・地球博物館と国立科学博物館の収蔵標本はそれぞ
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れ瀬能（ 2011）と馬渕（ 2014）による調査の際に得られたものである．御代
ヶ池のコイは明治 20 年代に放流されたものであり（御蔵島島史編纂委員会  
2006），日本の在来系統と中国から渡来した系統の交雑個群である可能性が

高い（馬渕  2014）．  
 
ゴンズイ科 Plotosidae 
ゴンズイ  Plotosus japonicus  Yoshino and Kishimoto 2008 

標本  KPM-NI 74612，御蔵島港，水深 1 m， 2022 年 10 月 28 日．  
 
ソコイワシ科 Microstomatidae 
ネッタイソコイワシ Melanolagus bericoides  (Borodin 1929) 

標本  KPM-NI 71698，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2022 年 4 月 9 日．  
 
ヨコエソ科 Gonostomatidae 
ネッタイユメハダカ  Diplophos taenia  Günther 1873 

標本  KPM-NI 79884, 79888，御蔵島東沖，水面直下， 2024 年 6 月 10 日；

KPM-NI 82699，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2019 年 3 月 11 日．  
 
オオヨコエソ Sigmops elongatus  (Günther 1878) 

標本  KPM-NI 83343，御蔵島港，水深 0–1 m， 2020–2022 年．  
 
ムネエソ科 Sternoptychidae 
トガリムネエソ Argyropelecus aculeatus Valenciennes 1850 

標本  NSMT-P 147908*，御蔵島南西沖（御蔵海山）， 2023 年 8 月 25 日．  
 
キュウリエソ Maurolicus australis  Hector 1875 

標本  KPM-NI 71762，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2022 年 4 月 10 日．  
 
 
ホウライエソ科 Chauliodontidae 
ホウライエソ Chauliodus sloani  Bloch and Schneider 1801 

標本  KPM-NI 82700，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2019 年 3 月 11 日．  
 

ワニトカゲギス科 Stomiidae 
ワニトカゲギス  Stomias affinis  Günther 1887 

標本  KPM-NI 71747, 71748，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2022 年 4 月 10 日；
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KPM-NI 78198，御蔵島港，水深 0–0.5 m，2022 年 3 月 11 日；KPM-NI 78277，
御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2023 年 11 月 16 日．  

 
ヤベウキエソ Vinciguerria nimbaria  (Jordan and Williams 1895) 

標本  KPM-NI 71710–71421，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2022 年 4 月 9 日；

KPM-NI 71796–71798，御蔵島港，水深 0–0.5 m，2022 年 4 月 11 日；KPM-NI 
74621，御蔵島港，水深 1 m， 2022 年 10 月 29 日；KPM-NI 74645–74650，御
蔵島港，水深 1 m， 2022 年 10 月 30 日；KPM-NI 78186, 78244，御蔵島港，

水深 0–0.5 m， 2023 年 12 月 11 日．  
 
ホテイエソ科 Melanostomiidae 
ムラサキホシエソ Echiostoma barbatum Lowe 1843 

標本  KPM-NI 82698，御蔵島港，水深 0–1 m， 2019 年 4 月 29 日．  
 
ヒメ科 Aulopidae 
ヒメ Hime japonica  (Günther 1877) 

標本  KPM-NI 71750，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2022 年 4 月 10 日．  
 
エソ科 Synodontidae 
ハレギエソ Synodus lautus  Furuhashi and Motomura 2025 
（図 1A）  

標本  KPM-NI 76956，御蔵島東沖，水深 60–90 m， 2023 年 7 月 28 日．  
備考  この標本 Furuhashi and Motomura (2025)によって報告され， Synodus 

lautus のパラタイプに指定された．  
 
アカエソ Synodus ulae  Schultz 1953 

標本  KAUM–I. 188549, 188568–188573, 188589–188593，御蔵島東沖，水深 60–
100 m， 2023 年 7 月 27–28 日；KAUM–I.197539，御蔵島港，水深 3–10 m，
2023 年 12 月 11 日；KPM-NI 52550，御蔵島沖，水深 30–60 m， 2019 年 7 月

20 日；KPM-NI 71771，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2022 年 4 月 10 日；KPM-
NI 76938, 76942，御蔵島東沖，水深 60–90 m， 2023 年 7 月 27 日；KPM-NI 
82446，御蔵島港，水深 10 m， 2024 年 7 月 28 日；ZUMT 65699，御蔵島東
沖，水深 60–90 m， 2023 年 7 月 27 日．  

 
ヒトスジエソ Synodus variegatus  (Lacepède 1803) 

標本  KPM-NI 78210，御蔵島港，水深 3 m， 2023 年 12 月 11 日．  
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オキエソ Trachinocephalus trachinus (Temminck and Schlegel 1846) 
標本  KPM-NI 74659，御蔵島港，水深 1 m， 2022 年 10 月 30 日；KPM-NI 

82444, 82445，御蔵島港，水深 10 m， 2024 年 7 月 28 日．  
 
ミズウオ科 Alepisauridae 
ミズウオ  Alepisaurus ferox  Lowe 1833 

標本  NSMT-P 148210*，御蔵島南西沖（藺灘波島）， 2023 年 8 月 25–26 日．  
 
ハダカエソ科 Paralepididae 
ヒトスジナメハダカ  Lestidium atlanticum Borodin 1928 

標本  KPM-NI 74651–74658，御蔵島港，水深 1 m， 2022 年 10 月 30 日；KPM-
NI 78171–78173，御蔵島港，水深 0–0.5 m，2023 年 12 月 11 日；KPM-NI 78248–
78249，御蔵島港，水深 0–0.5 m，2023 年 12 月 14 日；KPM-NI 78256–78257，
御蔵島港，水深 0–0.5 m，2023 年 12 月 14 日；KPM-NI 78264，御蔵島港，水

深 0–0.5 m， 2023 年 12 月 14 日；KPM-NI 78281，御蔵島港，水深 0–0.5 m，
2023 年 11 月 16 日；KPM-NI 79895，御蔵島東沖，水面直下，2024 年 6 月 10
日．  

 
ハダカイワシ科 Myctophidae 
ホクトハダカ  Benthosema fibulatum (Gilbert and Cramer 1897) 

標本  KPM-NI 78245，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2023 年 12 月 11 日．  
 
ブタハダカ  Centrobranchus nigroocellatus (Günther 1873) 

標本  KPM-NI 74622, 74623，御蔵島港，水深 1 m， 2022 年 10 月 29 日；KPM-
NI 78229, 78230，御蔵島港，水深 0–0.5 m，2023 年 11 月 16 日；KPM-NI 78246, 
78259，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2023 年 12 月 14 日．  

 
ゴコウハダカ  Ceratoscopelus townsendi (Eigenmann and Eigenmann 1889) 
（図 1B）  

標本  KPM-NI 71772–71774，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2022 年 4 月 10 日；

KPM-NI 71813–71815，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2022 年 4 月 11 日；KPM-
NI 74627–74630, 74628–74630，御蔵島港，水深 1 m， 2022 年 10 月 29 日；

KPM-NI 74663, 74664，御蔵島港，水深 1 m， 2022 年 10 月 30 日；KPM-NI 
78227, 78228，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2023 年 11 月 16 日；KPM-NI 
78250, 78252, 78254, 78255, 78260, 78263，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2023
年 12 月 14 日 KPM-NI 78252，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2023 年 12 月 14
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日；KPM-NI 79885, 79886，御蔵島東沖，水面直下， 2024 年 6 月 4 日；

KPM-NI 80285，御蔵島港， 2024 年 4 月 28 日；KPM-NI 83339，御蔵島港，

水深 0–1 m， 2020–2022 年．  
備考  本種が含まれるハダカイワシ科魚類は，夏季を除き御蔵島港における灯

火採集において多く確認されており（図 1B, C, D），その中でも本種は最も

多く出現した．北ほか（ 2018）は本科魚類をミナミハンドウイルカの糞由来

DNA から高頻度で検出していることから，本科魚類は高次捕食者の主要な

餌資源とされている可能性がある．  
 
アラハダカ  Dasyscopelus asper  (Richardson 1845) 

標本  KPM-NI 71699，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2022 年 4 月 9 日；KPM-NI 
71779, 71781, 71782，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2022 年 4 月 10 日；KPM-NI 
78258，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2023 年 12 月 14 日．  

 
ヒサハダカ  Dasyscopelus obtusirostris  (Tåning 1928) 

標本  KPM-NI 78178, 78182，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2023 年 12 月 11 日．  
 
スイトウハダカ  Diaphus gigas  Gilbert 1913 

標本  KPM-NI 78182，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2023 年 12 月 11 日．  
 
チカメハダカ  Diaphus parri  Tåning 1932 

標本  KPM-NI 79894，御蔵島東沖，水面直下， 2024 年 6 月 10 日．  
 
シロハナハダカ  Diaphus perspicillatus  (Ogilby 1898) 

標本  KPM-NI 74631，御蔵島港，水深 1 m， 2022 年 10 月 29 日；KPM-NI 
74665–74667，御蔵島港，水深 1 m， 2022 年 10 月 30 日．  

 
アガリハダカ  Diaphus regani  Tåning 1932 
（図 1C）  

標本  KPM-NI 78175，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2023 年 12 月 11 日．  
 
タカハダカ  Diaphus schmidti  Tåning 1932 
（図 1D）  

標本  KPM-NI 78181，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2023 年 12 月 11 日；KPM-NI 
78253, 78262，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2023 年 12 月 14 日．  
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イタハダカ  Diogenichthys atlanticus  (Tåning 1928) 
標本  KPM-NI 74660, 74661，御蔵島港，水深 1 m， 2022 年 10 月 30 日．  

 
ツマリドングリハダカ  Hygophum proximum  Becker 1965 

標本  KPM-NI 74661，御蔵島港，水深 1 m， 2022 年 10 月 30 日．  
 
ドングリハダカ  Hygophum reinhardtii  (Lütken 1892) 

標本  KPM-NI 71808, 71809, 71812，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2022 年 4 月 11
日；KPM-NI 79887，御蔵島東沖，水面直下， 2024 年 6 月 4 日．  

 
ススキハダカ  Myctophum nitidulum  Garman 1899 

標本  KPM-NI 71755, 71457, 71758，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2022 年 4 月 10
日；KPM-NI 71776, 71777，御蔵島港，水深 0–0.5 m，2022 年 4 月 10 日；KPM-
NI 71799–71807, 71816, 71817，御蔵島港，水深 0–0.5 m，2022 年 4 月 11 日；

KPM-NI 74626，御蔵島港，水深 1 m， 2022 年 10 月 29 日．  
 
オオセビレハダカ  Notoscopelus caudispinosus (Johnson 1863) 

標本  KPM-NI 71819–71824，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2022 年 4 月 11 日．  
 
イサリビハダカ  Notoscopelus resplendens (Richardson 1845) 

標本  KPM-NI 71821–71824，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2022 年 4 月 11 日．  
 
ナガハダカ  Symbolophorus californiensis (Eigenmann and Eigenmann 1889) 

標本  KPM-NI 71701, 71702，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2022 年 4 月 9 日；

KPM-NI 71784，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2022 年 4 月 10 日．  
 
 
マガリハダカ  Symbolophorus evermanni  (Gilbert 1905) 

標本  KPM-NI 71756, 71778，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2022 年 4 月 10 日；

KPM-NI 71810， 71811，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2022 年 4 月 11 日；KPM-
NI 74624, 74625，御蔵島港，水深 1 m，2022 年 10 月 29 日；KPM-NI 78251，
御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2023 年 12 月 14 日；KPM-NI 79893，御蔵島東沖，

水面直下， 2024 年 6 月 10 日．  
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リュウグウノツカイ科 Regalecidae 
リュウグウノツカイ  Regalecus russellii  (Cuvier 1816) 

標本  KPM-NI 79901，御蔵島東沖，水面直下， 2024 年 6 月 1 日．  
 
－（科の和名なし）  Brotulidae 
イタチウオ  Brotula multibarbata  Temminck and Schlegel 1846 

標本  KPM-NI 78436，御蔵島港，水深 3 m， 2023 年 12 月 13 日．  
 
キンメダイ科 Berycidae 
キンメダイ  Beryx splendens  Lowe 1834 

文献資料  北ほか（2018）：御蔵島近海（ミナミハンドウイルカの胃内容物）．  
 
アンコウ科 Lophiidae 
ヒメアンコウ属の 1 種  Lophiodes  sp.  

標本  KPM-NI 72707，御蔵島港，水面直下， 2022 年 10 月 29 日．  
備考  上述の標本は浮遊期の稚魚であり，ミノアンコウ Lophiodes fimbriatus 

Saruwatari and Mochizuki 1985 に一致する形態学的特徴が一部認められるも

のの，正確な同定のために第 1・ 2 著者と京都大学による分子生物学的手法

を用いた詳細な調査が進められている．  
 
カエルアンコウ科 Antennariidae 
ハナオコゼ  Histrio histrio  (Linnaeus 1758) 

標本  KPM-NI 82510，御蔵島北西沖， 2024 年 8 月 3 日．  
 
イットウダイ科 Holocentridae 
アカマツカサ  Myripristis berndti  Jordan and Evermann 1903 

標本  KAUM–I. 197535–197537，御蔵島港，水深 3–10 m， 2023 年 12 月 11
日；KPM-NI 78205，御蔵島港，水深 3 m， 2023 年 12 月 11 日．  

 
ツマリマツカサ  Myripristis greenfieldi  Randall and Yamakawa 1996 

標本  KAUM–I. 197538，御蔵島港，水深 3–10 m， 2023 年 12 月 11 日．  
 
ナミマツカサ  Myripristis kochiensis  Randall and Yamakawa 1996 

標本  KPM-NI 72786，御蔵島港，2022 年 10 月；KPM-NI 78206，御蔵島港，水

深 3 m， 2023 年 12 月 11 日；KPM-NI 78438, 74739，御蔵島港，水深 3 m，
2023 年 12 月 13 日．  
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クロオビマツカサ  Myripristis kuntee  Valenciennes 1831 
標本  KPM-NI 78430，御蔵島港，水深 3 m， 2023 年 12 月 14 日；KPM-NI 

83525，御蔵島港， 2024 年 9 月 14 日．  
 
ヨゴレマツカサ  Myripristis murdjan  (Fabricius 1775) 

標本  KPM-NI 78207，御蔵島港，水深 3 m， 2023 年 12 月 11 日．  
 
セグロマツカサ  Myripristis violacea  Bleeker 1851 

標本  KPM-NI 83625，御蔵島港，水深 3 m， 2024 年 11 月 4 日．  
 
テリエビス  Sargocentron ittodai  (Jordan and Fowler 1902) 

標本  KAUM–I. 197541，御蔵島港，水深 3–10 m， 2023 年 12 月 11 日；KPM-
NI 78211，御蔵島港，水深 3 m， 2023 年 12 月 11 日；KPM-NI 78437，御蔵
島港，水深 3 m， 2023 年 12 月 13 日．  

 
ホシエビス  Sargocentron punctatissimum (Cuvier 1829) 

標本  KPM-NI 78169，御蔵島港，水深 3 m， 2023 年 12 月 11 日．  
 
ヒウチダイ科 Trachichthyidae 
ハシキンメ Gephyroberyx japonicus (Döderlein 1883) 

標本  KPM-NI 78163，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2023 年 12 月 11 日．  
 
ヘラヤガラ科 Aulostomidae 
ヘラヤガラ Aulostomus chinensis  (Linnaeus 1766) 
写真資料  KPM-NR 248059，御蔵島港，水深 2–10 m， 2023 年 12 月 11 日．  

 
ヤガラ科 Fistulariidae 
アオヤガラ Fistularia commersonii  Rüppell 1838 
写真資料  KPM-NR 248032，御蔵島港，水深 2–10 m， 2023 年 12 月 11 日．  

 
サギフエ科 Macroramphosidae 
ダイコクサギフエ Macroramphosus japonicus  (Günther 1861) 

標本  KPM-NI 71692–71697，御蔵島港，水深 3 m， 2022 年 4 月 9 日．  
 
サギフエ Macroramphosus sagifue  Jordan and Starks 1902 

標本  KPM-NI 71725–71731，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2022 年 4 月 10 日；
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KPM-NI 83340，御蔵島港，水深 0–1 m， 2020–2022 年．  
 
ヨウジウオ科 Syngnathidae 
タカクラタツ Hippocampus trimaculatus  Leach 1814 

標本  KPM-NI 83524，御蔵島港， 2024 年 9 月 26 日．  
 
トゲヨウジ  Syngnathoides biaculeatus  (Bloch 1785) 

標本  KPM-NI 82931，御蔵島港， 2024 年 9 月 10 日．  
 
ボラ科 Mugilidae 
フウライボラ Moolgarda crenilabis  (Forsskål 1775) 

標本  KPM-NI 82701, 82702，御蔵島港，水深 0–1 m， 2024 年 8 月 2 日．  
 
ボラ Mugil cephalus cephalus  Linnaeus 1758 

標本  KPM-NI 71764，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2022 年 4 月 10 日；KPM-NI 
71792–71794，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2022 年 4 月 10 日．  

 
ナミノハナ科 Notocheiridae 
ナミノハナ  Iso flosmaris  Jordan and Starks 1901 

標本  KPM-NI 71722，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2022 年 4 月 9 日；KPM-NI 
71723, 71724，御蔵島港，水深 0–0.5 m，2022 年 4 月 10 日；KPM-NI 78188，
御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2023 年 12 月 11 日．  

 
ナミノハナ属の 1 種  Iso sp. 

標本  KPM-NI 72701, 72702，御蔵島港，水面直下， 2022 年 10 月 31 日．  
備考  上述の標本は日本未記録種である Iso rhothophilus (Ogilby 1895)に一致

する形態学的特徴が認められ，高知大学海洋生物学研究室により詳細な調査

が進められている（遠藤広光氏，私信）．  
 
サヨリ科 Hemiramphidae 
サヨリトビウオ  Oxyporhamphus micropterus micropterus (Valenciennes 1847) 

標本  KPM-NI 78218，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2023 年 9 月 13 日．  
 
トビウオ科 Exocoetidae 
トビウオ  Cheilopogon agoo agoo (Temminck and Schlegel 1846) 

標本  KPM-NI 80003，御蔵島港， 2024 年 5 月 30 日．  
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アカトビ  Cheilopogon atrisignis  (Jenkins 1903) 
標本  KPM-NI 79999–80002, 8006–80010，御蔵島沖， 2024 年 6 月 4 日．  

 
ホソトビウオ  Cypselurus hiraii Abe 1953  

標本  KPM-NI 78216，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2023 年 9 月 13 日．  
文献資料  Matsumoto  et al .  (2012)：御蔵島近海（オオミズナギドリの胃内容
物）．  

 
アヤトビウオ  Cypselurus poecilopterus crassus Shakhovskoy and Parin 2022 

標本  KPM-NI 80004，御蔵島港， 2024 年 6 月 7 日．  
 
ハゴロモトビウオ  Exocoetus monocirrhus Richardson 1846 

標本  KPM-NI 76961，御蔵島港， 2023 年 7 月 24 日；KPM-NI 80284，御蔵島
港， 2024 年 4 月 28 日  

 
イダテントビウオ  Exocoetus volitans  Linnaeus 1758 

標本  KPM-NI 78217，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2023 年 9 月 13 日．  
 
ダルマトビ  Prognichthys sealei Abe 1955 

標本  KPM-NI 82278，御蔵島港， 2024 年 4 月 28 日；KPM-NI 82942，御蔵島
港，水深 0–1 m， 2024 年 9 月 7 日．  

 
ダツ科 Belonidae 
ヒメダツ Platybelone argalus platyura (Bennett 1832) 

標本  KPM-NI 78447，御蔵島港，水深 3 m， 2023 年 12 月 13 日．  
オキザヨリ  Tylosurus crocodilus crocodilus (Péron and Lesueur 1821) 

標本  KPM-NI 82932，御蔵島港，水深 0–1 m， 2024 年 9 月 6 日．  
 
フサカサゴ科 Scorpaenidae 
キリンミノ Dendrochirus zebra  (Cuvier 1829) 

標本  KPM-NI 78165，御蔵島港，水深 0.5–3 m， 2023 年 12 月 11 日．  
 
チブルネッタイフサカサゴ Parascorpaena aurita (Rüppell 1838) 

標本  KPM-NI 78164，御蔵島港，水深 0.5–3 m， 2023 年 12 月 11 日．  
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ネッタイフサカサゴ Parascorpaena mossambica (Peters 1855) 
標本  ZUMT 65702，御蔵島港， 2022 年 9 月 10 日．  

 
グアムカサゴ Scorpaenodes guamensis  (Quoy and Gaimard 1824) 

標本  KPM-NI 78235，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2023 年 12 月 13 日．  
 
シロカサゴ科 Setarchidae 
スミクイアカカサゴ Lythrichthys longimanus (Alcock 1894) 

標本  NSMT-P 18954*，御蔵島東沖，水深 470 m， 1974 年 11 月 21 日．  
 
メバル科 Sebastidae 
カサゴ Sebastiscus marmoratus  (Cuvier 1829) 

標本  KPM-NI 82907，御蔵島港，水深 7 m， 2024 年 6 月 30 日．  
文献資料  栗本ほか（ 1996）：御蔵島沿岸， 1987 年 4–12 月．  
備考  1900–1902 年の御蔵島の海産物統計においては，年間 1,000 個体以上が

漁獲されており（御蔵島島史編纂委員会  2006），かつては一定の個体数が島

沿岸に生息していたことが推察されるものの，2020–2025 年の調査期間にお

いては上述の 1 標本のみが確認された．  
 
スミクイウオ科 Synagropidae 
スミクイウオ  Synagrops japonicus  (Döderlein 1883) 

標本  KPM-NI 71749，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2022 年 4 月 10 日；KPM-NI 
83356，御蔵島港，水深 0–1 m， 2020–2022 年．  

 
ハタ科 Epinephelidae 
オオモンハタ  Epinephelus areolatus (Forsskål 1775) 

標本  KPM-NI 76951，御蔵島東沖，水深 60–90 m， 2023 年 7 月 28 日．  
 
アカハタ  Epinephelus fasciatus  (Forsskål 1775) 

標本  KPM-NI 72785，御蔵島港， 2022 年 10 月；KPM-NI 83530，御蔵島港，  
2024 年 9 月 14 日．  

文献資料  栗本ほか（ 1996）：御蔵島沿岸， 1987 年 4–12 月．  
 

ヌノサラシ Grammistes sexlineatus  (Thunberg 1792) 
標本  KPM-NI 74669，御蔵島港，水深 1 m， 2022 年 10 月 30 日．  
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マハタモドキ Hyporthodus octofasciatus  (Griffin 1926) 
写真資料  KPM-NR 73382*，伊豆諸島御蔵島沖，水深 80 m， 2010 年 5 月 3

日．  
 
トゲハナスズキ Liopropoma japonicum (Döderlein 1883) 

標本  KPM-NI 82941，御蔵島港，水深 0–1 m， 2024 年 9 月 7 日．  
 
バラハタ  Variola louti  (Fabricius 1775) 

標本  KPM-NI 82509，御蔵島北西沖，水深 30 m， 2024 年 7 月 28 日．  
 
ハナダイ科 Serranidae 
アカイサキ Caprodon schlegelii  (Günther 1859) 

標本  KPM-NI 71742，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2022 年 4 月 10 日；KPM-NI 
74633，御蔵島港，水深 1 m， 2022 年 10 月 29 日；KPM-NI 78149，御蔵島
港，水深 0–0.5 m， 2023 年 12 月 11 日．  

写真資料  KPM-NR 86773*，御蔵島沖，水深 100 m， 2001 年 6 月 10 日．  
 
キンギョハナダイ  Pseudanthias squamipinnis (Peters 1855)  

文献資料  北ほか（2018）：御蔵島近海（ミナミハンドウイルカの胃内容物）．  
 
サクラダイ  Sacura margaritacea  (Hilgendorf 1879) 

標本  KPM-NI 71765, 71766，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2022 年 4 月 10 日；

KPM-NI 78151，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2023 年 12 月 11 日．  
 
ミハラハナダイ科 Giganthiidae 
ミハラハナダイ  Giganthias immaculatus  Katayama 1954 
写真資料  KPM-NR 86991*，御蔵島南西沖（イナンバ），水深 150 m， 2001

年 7 月 10 日．  
 
キントキダイ科 Priacanthidae 
ゴマヒレキントキ Heteropriacanthus carolinus  (Cuvier 1829) 

標本  KPM-NI 79997，御蔵島港，水深 5 m， 2024 年 6 月 4 日．  
 
ミナミキントキ Priacanthus sagittarius  Starnes 1988 

標本  KPM-NI 72772，御蔵島港，水面直下， 2022 年 10 月．  
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キビレキントキ Priacanthus zaiserae Starnes and Moyer 1988 
（図 1E）  

標本  KPM-NI 76932，御蔵島西沖，水深 60–90 m， 2023 年 7 月 27 日．  
備考  安藤・加藤（ 2008）は，御蔵島北西沖にあたる徳利根の定置網漁獲物と

して「キントキダイ類 Priacanthidae」を報告しているが，本科魚類は御蔵島

から少なくとも 3 種が記録されており，安藤・加藤（ 2008）の報告したキン

トキダイ類には複数種が内包される可能性がある．  
 
テンジクダイ科 Apogonidae 
アカフジテンジクダイ  Apogon crassiceps  Garman 1903 

標本  KPM-NI 78234，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2023 年 12 月 13–14 日．  
 
マトシボリ  Apogonichthys ocellatus (Weber 1913) 

標本  KPM-NI 78148，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2023 年 12 月 11 日．  
 
リュウキュウヤライイシモチ  Cheilodipterus macrodon  (Lacepède 1802) 

標本  KPM-NI 78435，御蔵島港，水深 3 m， 2023 年 12 月 13 日．  
 
タイワンマトイシモチ  Foa fo  Jordan and Seale 1905 

標本  KPM-NI 74670，御蔵島港，水深 1 m， 2022 年 10 月 30 日．  
 
スジイシモチ  Ostorhinchus cookii  (Macleay 1881) 

標本  KPM-NI 78212，御蔵島港，水深 3 m， 2023 年 12 月 11 日；KPM-NI 
78428，御蔵島港，水深 3 m， 2023 年 12 月 13 日．  

オオスジイシモチ  Ostorhinchus doederleini (Jordan and Snyder 1901) 
標本  KPM-NI 78429, 78433, 78434，御蔵島港，水深 3 m， 2023 年 12 月 13

日．  
 
ミスジテンジクダイ  Ostorhinchus taeniophorus (Regan 1908) 

標本  KPM-NI 74672，御蔵島港，水深 1 m， 2022 年 10 月 30；KPM-NI 
78431，御蔵島港，水深 3 m， 2023 年 12 月 13 日．  

 
カスリイシモチ  Pristiapogon kallopterus (Bleeker 1856) 

標本  KPM-NI 78432，御蔵島港，水深 3 m， 2023 年 12 月 13 日；KPM-NI 
83526，御蔵島港， 2024 年 9 月 14 日．  
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ムツ科 Scombropidae 
ムツ Scombrops boops  (Houttuyn 1782) 

文献資料  安藤・加藤（ 2008）：御蔵島北西沖（徳利根）， 1987–1990 年．  
 
シイラ科 Coryphaenidae 
エビスシイラ Coryphaena equiselis Linnaeus 1758 

標本  KPM-NI 82272, 82273，御蔵島港， 2024 年 4 月 28 日．  
 
シイラ Coryphaena hippurus Linnaeus 1758 

標本  KPM-NI 76959，御蔵島東沖，水面直下， 2023 年 7 月 28 日．  
文献資料  安藤・加藤（ 2008）：御蔵島北西沖（徳利根）， 1987–1990 年；  

Matsumoto  et al .  (2012)：御蔵島近海（オオミズナギドリの胃内容物）．  
 
アジ科 Carangidae 
イトヒキアジ  Alectis ciliaris  (Bloch 1787) 

標本  KPM-NI 82466，御蔵島港，水面直下， 2024 年 7 月 28 日．  
 
ギンガメアジ  Caranx sexfasciatus  Quoy and Gaimard 1825 

標本  KPM-NI 80244，御蔵島港，水深 7 m， 2024 年 7 月 14 日；KPM-NI 
82918, 82929，御蔵島港，水深 0–1 m， 2024 年 9 月 6 日．  

写真資料  KPM-NR 248039，御蔵島港，水深 2–10 m， 2023 年 12 月 11 日．  
 
クサヤモロ Decapterus macarellus  (Cuvier 1833) 

標本  KPM-NI 83528, 83529，御蔵島港， 2024 年 9 月 14 日．  
文献資料  安藤・加藤（ 2008）：御蔵島北西沖（徳利根）， 1987–1990 年．  

 
モロ Decapterus macrosoma  Bleeker 1851 

文献資料  安藤・加藤（ 2008）：御蔵島北西沖（徳利根）， 1987–1990 年．  
 
ムロアジ  Decapterus muroadsi  (Temminck and Schlegel 1844) 

文献資料  安藤・加藤（ 2008）：御蔵島北西沖（徳利根）， 1987–1990 年．  
 
インドマルアジ  Decapterus russelli  (Rüppell 1830) 

文献資料  北ほか（2018）：御蔵島近海（ミナミハンドウイルカの胃内容物）．  
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ツムブリ  Elagatis bipinnulata  (Quoy and Gaimard 1825) 
標本  KPM-NI 76960, 76968，御蔵島東沖，水面直下， 2023 年 7 月 28 日；

KPM-NI 82908，御蔵島港， 2024 年 8 月 22 日．  
文献資料  栗本ほか（ 1996）：御蔵島沿岸， 1987 年 4–12 月；安藤・加藤

（ 2008）：御蔵島北西沖（徳利根）， 1987–1990 年．  
 
クロヒラアジ  Ferdauia ferdau  (Fabricius 1775) 

標本  KPM-NI 82920，御蔵島港， 2024 年 9 月 10 日．  
 
ナンヨウカイワリ  Ferdauia orthogrammus  (Jordan and Gilbert 1882) 

標本  KAUM–I. 197544，御蔵島港，水深 3–10 m， 2023 年 12 月 11 日；KPM-
NI 78446，御蔵島港，水深 3 m， 2023 年 12 月 13 日．  

 
カイワリ  Kaiwarinus equula  (Temminck and Schlegel 1844) 

標本  KPM-NI 78152，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2023 年 12 月 11 日．  
 
シマアジ  Pseudocaranx dentex (Bloch and Schneider 1801)  

文献資料  栗本ほか（ 1996）：御蔵島沿岸， 1987 年 4–12 月；安藤・加藤

（ 2008）：御蔵島北西沖（徳利根）， 1987–1990 年．  
 
メアジ  Selar crumenophthalmus  (Bloch 1793) 
写真資料  KPM-NR 259035，御蔵島港，水深 5 m， 2025 年 1 月 22 日．  

 
ヒラマサ  Seriola aureovittata  Temminck and Schlegel 1845 
写真資料  KPM-NR 86947*，御蔵島南西沖（イナンバ），水深 80 m，2000 年 6

月 24 日；KPM-NR 86948*，御蔵島南西沖（イナンバ），水深 80 m， 2000 年

6 月 10 日．  
文献資料  栗本ほか（ 1996）：御蔵島沿岸， 1987 年 4–12 月；安藤・加藤

（ 2008）：御蔵島北西沖（徳利根）， 1987–1990 年．  
 
カンパチ  Seriola dumerili  (Risso 1810) 

標本  KPM-NI 71703，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2022 年 4 月 11 日；KPM-NI 
78448，御蔵島港，水深 3 m， 2023 年 12 月 13 日．  

文献資料  安藤・加藤（ 2008）：御蔵島北西沖（徳利根）， 1987–1990 年．  
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ブリ  Seriola quinqueradiata  Temminck and Schlegel 1845  
文献資料  安藤・加藤（ 2008）：御蔵島北西沖（徳利根）， 1987–1990 年．  

 
ヒレナガカンパチ  Seriola rivoliana  Valenciennes 1833 
写真資料  KPM-NR 248056，御蔵島港，水深 2–10 m， 2023 年 12 月 11 日．  

 
マアジ  Trachurus japonicus (Temminck and Schlegel 1844) 

標本  KPM-NI 71761，御蔵島港，水深 3 m， 2022 年 4 月 10 日．  
文献資料  栗本ほか（ 1996）：御蔵島沿岸， 1987 年 4–12 月；安藤・加藤

（ 2008）：御蔵島北西沖（徳利根）， 1987–1990 年．  
 
シマガツオ科 Bramidae 
ヒメシマガツオ  Brama dussumieri  Cuvier 1831 

標本  KPM-NI 79889，御蔵島東沖， 2024 年 6 月 3 日；KPM-NI 80280–80282，
御蔵島港，2024 年 4 月 28 日；KPM-NI 83361–83364，御蔵島港，水深 0–1 m，
2020–2022 年．  

 
シマガツオ  Brama japonica  Hilgendorf 1878 

標本  KPM-NI 76964，御蔵島港， 2023 年 7 月 24 日．  
 
フエダイ科 Lutjanidae 
オキフエダイ  Lutjanus fulvus  (Forster 1801) 

標本  KPM-NI 74673–74674，御蔵島港，水深 1 m， 2022 年 10 月 30 日；

KPM-NI 78213，御蔵島港，水深 3 m， 2023 年 12 月 11 日．  
ヨスジフエダイ  Lutjanus kasmira  (Fabricius 1775) 

標本  KPM-NI 52548–52549，御蔵島沖，水深 30–60 m， 2019 年 7 月 20 日．

KPM-NI 82915，御蔵島港， 2024 年 9 月 12 日．  
 
キュウセンフエダイ  Lutjanus rufolineatus (Valenciennes 1830) 

標本  KPM-NI 78170，御蔵島港，水深 3 m， 2023 年 12 月 11 日．  
 
フエダイ  Lutjanus stellatus  Akazaki 1983 
写真資料  KPM-NR 86955*，御蔵島沖，水深 25 m， 2002 年 6 月 2 日．  

 
ウメイロ Paracaesio xanthura (Bleeker 1869) 
写真資料  KPM-NR 86826*，御蔵島南西沖（イナンバ），水深 30 m， 2000 年
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6 月 24 日．  
 
ヒメダイ  Pristipomoides sieboldii  (Bleeker 1855) 

標本  KAUM–I. 188583–188585，御蔵島東沖，水深 60–100 m， 2023 年 7 月

27–28 日；KPM-NI 76935，御蔵島東沖，水深 60–90 m， 2023 年 7 月 27 日．  
写真資料  KPM-NR 86945*，御蔵島南西沖（イナンバ），水深 160 m， 2000

年 6 月 24 日．  
 
マツダイ科 Lobotidae 
マツダイ  Lobotes surinamensis  (Bloch 1790) 

標本  KPM-NI 76944，御蔵島東沖，水面直下， 2023 年 7 月 27 日；KPM-NI 
76967，御蔵島東沖，水面直下， 2023 年 7 月 28 日．  

 
イサキ科 Haemulidae 
イサキ Parapristipoma trilineatum (Thunberg 1793) 

文献資料  栗本ほか（ 1996）：御蔵島沿岸， 1987 年 4–12 月．  
 
クロコショウダイ  Plectorhinchus gibbosus (Lacepède 1802) 

標本  KPM-NI 74675，御蔵島港，水深 1 m， 2022 年 10 月 30 日．  
 
イトヨリダイ科 Nemipteridae 
ヤクシマキツネウオ  Pentapodus aureofasciatus Russell 2001 

標本  KPM-NI 76953，御蔵島東沖，水深 60–90 m， 2023 年 7 月 28 日．  
 
タイ科 Sparidae 
マダイ  Pagrus major  (Temminck and Schlegel 1843) 

文献資料  安藤・加藤（ 2008）：御蔵島北西沖（徳利根）， 1987–1990 年．  
 
フエフキダイ科 Lethrinidae 
メイチダイ  Gymnocranius griseus  (Temminck and Schlegel 1843) 

標本  KPM-NI 53207，御蔵島沖，水深 45 m， 2019 年 8 月 25 日．  
文献資料  安藤・加藤（ 2008）：御蔵島北西沖（徳利根）， 1987–1990 年．  

 
ツキノワメイチダイ  Gymnocranius obesus  Chen, Miki and Borsa 2017 

標本  KPM-NI 76969，御蔵島西沖，水深 60–90 m， 2023 年 7 月 27 日；ZUMT 
65697，御蔵島西沖，水深 60–90 m， 2023 年 7 月 27 日．  
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ホオアカクチビ  Lethrinus rubrioperculatus Sato 1978 
標本  KPM-NI 76941，御蔵島西沖，水深 60–90 m， 2023 年 7 月 27 日；ZUMT 

65696，御蔵島  西沖，水深 60–90 m， 2023 年 7 月 27 日．  
 
ヒメジ科 Mullidae 
モンツキアカヒメジ  Mulloidichthys flavolineatus flavolineatus  (Lacepède 1801) 

標本  KPM-NI 82707，御蔵島港， 2024 年 8 月 6 日．  
写真資料  KPM-NR 248064，御蔵島港，水深 2–10 m， 2023 年 12 月 11 日．  

 
アカヒメジ  Mulloidichthys vanicolensis  (Valenciennes 1831) 

標本  KPM-NI 78440，御蔵島港，水深 3 m， 2023 年 12 月 13 日．  
 
ホウライヒメジ  Parupeneus ciliatus (Lacepède 1802) 
写真資料  KPM-NR 248061，御蔵島港，水深 2–10 m， 2023 年 12 月 11 日．  

 
タカサゴヒメジ  Parupeneus heptacanthus (Lacepède 1802) 

標本  KPM-NI 76933，御蔵島東沖，水深 60–90 m， 2023 年 7 月 27 日；KPM-
NI 82438，御蔵島北東沖，水深 60 m， 2024 年 7 月 19 日．  

 
リュウキュウヒメジ近似種  Parupeneus  cf. pleurostigma  (Bennett 1831) 

標本  KPM-NI 52551，御蔵島沖，水深 30–60 m， 2019 年 7 月 20 日．  
備考  上述の標本は概ねリュウキュウヒメジ Parupeneus pleurostigma (Bennett 

1831)に一致する外見的特徴をもつものの，既知の個体と色彩的特徴などに

相違があり，琉球大学理学部魚類学研究室により調査が進められている（小

枝圭太氏，私信）．  
 
オキナヒメジ  Parupeneus spilurus (Bleeker 1854) 

標本  KPM-NI 82436，御蔵島北東沖，水深 60 m， 2024 年 7 月 19 日；KPM-
NI 82437，御蔵島北東沖，水深 60 m， 2024 年 7 月 19 日．  

 
ヒメジ  Upeneus japonicus (Houttuyn 1782) 

標本  KPM-NI 71751–71754，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2022 年 4 月 10 日．  
 
ハタンポ科 Pempheridae 
リュウキュウハタンポ  Pempheris adusta  Bleeker 1877 

標本  KPM-NI 79996，御蔵島港，2024 年 6 月 6 日；KPM-NI 79998，御蔵島港，
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水深 5 m，2024 年 6 月 4 日；KPM-NI 82911, 82917，御蔵島港，水深 0–1 m，
2024 年 9 月 7 日；KPM-NI 83517，御蔵島港，水深 3 m，2024 年 10 月 2 日；

KPM-NI 83519，御蔵島港，水深 3 m， 2024 年 10 月 1 日．  
 
ユメハタンポ  Pempheris oualensis  Cuvier 1831 

標本  KPM-NI 78208，御蔵島港，水深 3 m， 2023 年 12 月 11 日；KPM-NI 
82910，御蔵島港，水深 0–1 m， 2024 年 9 月 7 日；KPM-NI 83518，御蔵島
港，水深 3 m， 2024 年 10 月 1 日．  

 
ミナミハタンポ  Pempheris schwenkii  Bleeker 1855 

標本  KPM-NI 78209，御蔵島港，水深 3 m， 2023 年 12 月 11 日．  
 
キビレハタンポ  Pempheris vanicolensis Cuvier 1831 

標本  KPM-NI 82681，御蔵島港，水深 7 m， 2024 年 8 月 26 日．  
備考  上述の標本は松山・和田（ 2024）により，本種の北限記録として報告
された．  

 
ミズホハタンポ  Pempheris xanthoptera Tominaga, 1963 

標本  KAUM–I. 197540, 197548，御蔵島港，水深 3–10 m， 2023 年 12 月 11
日；KPM-NI 83521，御蔵島港，水深 3 m， 2024 年 10 月 1 日．  

 
ハタンポ属の 1 種  Pempheris  sp. 
（図 1F）  

標本  KPM-NI 82916，御蔵島港，水深 0–1 m， 2024 年 9 月 7 日；KPM-NI 
83516，御蔵島港，水深 3 m， 2024 年 10 月 2 日；KPM-NI 83520，御蔵島
港，水深 3 m， 2024 年 10 月 1 日；KPM-NI 83522，御蔵島港，水深 3 m，
2024 年 10 月 1 日；KPM-NI 83618–83624，御蔵島港，水深 3 m， 2024 年 11
月 4 日．  

備考  これらの標本はリュウキュウハタンポとユメハタンポの中間的な形態

学的特徴を備えており（Koeda and Uehara 2024），両種の交雑個体か，いず
れかの種に系統的に近い未記載種の可能性が高く，詳細な調査が進められて

いる．  
 
チョウチョウウオ科 Chaetodontidae 
カガミチョウチョウウオ  Chaetodon argentatus Smith and Radcliffe 1911 

標本  KPM-NI 82704，御蔵島港，水深 0–1 m， 2024 年 8 月 2 日．  
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チョウチョウウオ  Chaetodon auripes Jordan and Snyder 1901 
写真資料  KPM-NR 248046，御蔵島港，水深 2–10 m， 2023 年 12 月 11 日．  

 
チョウハン  Chaetodon lunula (Lacepède 1802) 

標本  KPM-NI 74676，御蔵島港，水深 1 m， 2022 年 10 月 30 日．  
 
シラコダイ  Chaetodon nippon Steindachner and Döderlein 1883 

標本  KPM-NI 78199–78203，御蔵島港，水深 3 m， 2023 年 12 月 11 日；

KPM-NI 78203，御蔵島港，水深 3 m， 2023 年 12 月 11 日．  
 
ムレハタタテダイ  Heniochus diphreutes  Jordan 1903 
写真資料  KPM-NR 86995*，御蔵島沖，水深 25 m， 2002 年 8 月 10 日．  

 
キンチャクダイ科 Pomacanthidae 
サザナミヤッコ Pomacanthus semicirculatus (Cuvier 1831) 

標本  KPM-NI 78160，御蔵島港，水深 0.5–3 m， 2023 年 12 月 11 日．  
 
ゴンベ科 Cirrhitidae 
イソゴンベ Cirrhitus pinnulatus pinnulatus (Forster 1801) 

標本  KPM-NI 78214，御蔵島港，水深 3 m， 2023 年 12 月 11 日．  
ウイゴンベ Cyprinocirrhites polyactis  (Bleeker 1874) 

標本  KPM-NI 76936，御蔵島東沖，水深 60–90 m， 2023 年 7 月 27 日．  
 
タカノハダイ科 Latridae 
ミギマキ Goniistius zebra  (Döderlein 1883) 

標本  KPM-NI 71706, 71707，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2022 年 4 月 9 日；

KPM-NI 71732–71734，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2022 年 4 月 10 日．  
 
タカノハダイ  Goniistius zonatus  (Cuvier 1830) 

標本  KPM-NI 78239，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2023 年 12 月 11 日；KPM-NI 
78441，御蔵島港，水深 3 m， 2023 年 12 月 13 日．  

文献資料  栗本ほか（ 1996）：御蔵島沿岸， 1987 年 4–12 月．  
 
スズメダイ科 Pomacentridae 
オヤビッチャ  Abudefduf vaigiensis  (Quoy and Gaimard 1825) 

標本  KPM-NI 74677，御蔵島港，水深 1 m，2022 年 10 月 30 日；KPM-NI 76958, 
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76965，御蔵島東沖，水面直下， 2023 年 7 月 28 日；KPM-NI 78189–78192，
御蔵島港，水深 3 m， 2023 年 12 月 11 日．  

 
アマミスズメダイ  Chromis chrysura  (Bliss 1883) 

標本  KPM-NI 71790，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2022 年 4 月 10 日．  
 
キホシスズメダイ  Chromis yamakawai  Iwatsubo and Motomura 2013 

標本  KAUM–I.197547，御蔵島港，水深 3–10 m， 2023 年 12 月 11 日；KPM-
NI 78215，御蔵島港，水深 3 m， 2023 年 12 月 11 日．  

 
セナキルリスズメダイ  Chrysiptera starcki  (Allen 1973) 

標本  KPM-NI 71791，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2022 年 4 月 10 日；KPM-NI 
78144–78146, 78150，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2023 年 12 月 11 日．  

 
ミツボシクロスズメダイ  Dascyllus trimaculatus  (Rüppell 1829) 
写真資料  KPM-NR 248062，御蔵島港，水深 2–10 m， 2023 年 12 月 11 日．  

 
セダカスズメダイ  Plectroglyphidodon altus (Okada and Ikeda 1937) 

標本  KAUM–I.197545，御蔵島港，水深 3–10 m，2023 年 12 月 11 日；KAUM–
I. 197546，御蔵島港，水深 3–10 m， 2023 年 12 月 11 日；KPM-NI 78204，御
蔵島港，水深 3 m， 2023 年 12 月 11 日．  

 
イワサキスズメダイ  Plectroglyphidodon imparipennis (Vaillant and Sauvage 1875) 

標本  KPM-NI 78168，御蔵島港，水深 0.5–3 m， 2023 年 12 月 11 日．  
 
シマイサキ科 Terapontidae 
ヒメコトヒキ Terapon theraps  Cuvier 1829 

標本  KPM-NI 76947，御蔵島東沖，水面直下， 2023 年 7 月 27 日．  
備考  本種は漂流物に付く習性をもち（瀬能  2013），上述の標本は流れ藻に

随伴していた個体を採集したものである．本種は日本において沖縄島，西

表島，小笠原諸島に比較的多く生息しており（瀬能  2013），黒潮による受

動的な輸送により御蔵島に出現したと推察されるが，御蔵島沿岸は本種が

好む内湾などの比較的穏やかな浅所が乏しいため，無効分散になるものと

考えられる．  
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タカベ科 Scorpididae 
タカベ Labracoglossa argentiventris Peters 1866 

標本  KPM-NI 71743, 71744，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2022 年 4 月 10 日；

KPM-NI 82909，御蔵島港，水深 0–1 m， 2024 年 9 月 7 日．  
写真資料  KPM-NR 248045，御蔵島港，水深 2–10 m， 2023 年 12 月 11 日．  
文献資料  栗本ほか（ 1996）：御蔵島沿岸， 1987 年 4–12 月；安藤・加藤

（ 2008）：御蔵島北西沖（徳利根）， 1987–1990 年．  
 
ユゴイ科 Kuhliidae 
ギンユゴイ  Kuhlia mugil  (Forster 1801) 

標本  KPM-NI 71760，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2022 年 4 月 10 日；KPM-NI 
82709，御蔵島港，水深 0–1 m， 2024 年 7 月 30 日．  

 
イシダイ科 Oplegnathidae 
イシダイ  Oplegnathus fasciatus  (Temminck and Schlegel 1844) 
写真資料  KPM-NR 248035，御蔵島港，水深 2–10 m， 2023 年 12 月 11 日．  
文献資料  栗本ほか（ 1996）：御蔵島沿岸， 1987 年 4–12 月；安藤・加藤

（ 2008）：御蔵島北西沖（徳利根）， 1987–1990 年．  
 
イシガキダイ  Oplegnathus punctatus (Temminck and Schlegel 1844) 

標本  KPM-NI 78439，御蔵島港，水深 3 m， 2023 年 12 月 13 日；KPM-NI 
78442，御蔵島港，水深 3 m， 2023 年 12 月 13 日．  

写真資料  KPM-NR 86805*，御蔵島沖，水深 40 m， 2001 年 4 月 10 日．  
文献資料  栗本ほか（ 1996）：御蔵島沿岸， 1987 年 4–12 月；安藤・加藤

（ 2008）：御蔵島北西沖（徳利根）， 1987–1990 年．  
 
イスズミ科 Kyphosidae 
ノトイスズミ  Kyphosus bigibbus  Lacepède 1801 
写真資料  KPM-NR 248053，御蔵島港，水深 2–10 m， 2023 年 12 月 11 日．  

 
テンジクイサキ Kyphosus cinerascens (Forsskål 1775) 
写真資料  KPM-NR 248049，御蔵島港，水深 2–10 m， 2023 年 12 月 11 日．  

 
ミナミイスズミ  Kyphosus pacificus  Sakai and Nakabo 2004 
（図 1E）  

標本  KPM-NI 78451，御蔵島港，水深 3 m， 2023 年 12 月 13 日．  
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写真資料  KPM-NR 248063，御蔵島港，水深 2–10 m， 2023 年 12 月 11 日．  
備考  栗本ほか（ 1996）は「イスズミ」を，安藤・加藤（ 2008）は「イスズミ

類 Kyphosidae」を御蔵島から報告しているが，種レベルの同定が確認できる

形態学的情報は記載されていない．御蔵島においては，男子が 12–13 歳の間
に叔父に当たる人物にフンドシをしめてもらい，ハンバノリ（ハバノリ

Petalonia binghamiae (J.Agardh)）を餌としたササヨ釣りをする「フンドシシ

メ」という風習があるが（御蔵島島史編纂委員会  2006），御蔵島にはこれま
でに外見的特徴がよく似るイスズミ属が 4 種記録されており（本研究），こ
れらの総称が「ササヨ」であると考えられる．  

 
イスズミ  Kyphosus vaigiensis  (Quoy and Gaimard 1825) 

標本  KPM-NI 76943，御蔵島東沖，水面直下， 2023 年 7 月 27 日；KPM-NI 
76950，御蔵島東沖，水面直下， 2023 年 7 月 27 日．  

 
カゴカキダイ科 Microcanthidae 
カゴカキダイ  Microcanthus strigatus  (Cuvier 1831) 

標本  KPM-NI 78143，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2023 年 12 月 11 日．  
 
メジナ科 Girellidae 
クロメジナ  Girella leonina  (Richardson 1846) 
写真資料  KPM-NR 248040，御蔵島港，水深 2–10 m， 2023 年 12 月 11 日．  

イボダイ科 Centrolophidae 
メダイ  Hyperoglyphe japonica  (Döderlein 1884) 

標本  KPM-NI 71708，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2022 年 4 月 9 日．  
 
エボシダイ科 Nomeidae 
ホソオキメダイ  Cubiceps pauciradiatus Günther 1872 

標本  KPM-NI 82930，御蔵島港，水深 0–1 m， 2024 年 9 月 7 日．  
 
ボウズコンニャク  Cubiceps whiteleggii  (Waite 1894) 

標本  KPM-NI 83358, 83359，御蔵島港，水深 0–1 m， 2020–2022 年．  
 
クラゲウオ  Psenes arafurensis  Günther 1889 

標本  KPM-NI 80286, 80287，御蔵島港， 2024 年 4 月 28 日．  
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スジハナビラウオ  Psenes cyanophrys Valenciennes 1833 
標本  KPM-NI 80250，御蔵島港，水深 0.5 m， 2024 年 7 月 17 日；KPM-NI 

82464, 82465，御蔵島北西沖，水面直下， 2024 年 7 月 28 日．  
 
ハナビラウオ  Psenes pellucidus  Lütken 1880 

標本  KPM-NI 82928，御蔵島港，水深 0–1 m， 2024 年 9 月 6 日；KPM-NI 
83342，御蔵島港，水深 0–1 m， 2020–2022 年．  

 
ツバメコノシロ科 Polynemidae 
ツバメコノシロ Polydactylus plebeius (Broussonet 1782) 

標本  KPM-NI 72169，御蔵島港，水深 1 m， 2022 年 7 月 1 日．  
 
ベラ科 Labridae 
ブチススキベラ Anampses caeruleopunctatus Rüppell 1829 
写真資料  KPM-NR 248058，御蔵島港，水深 2–10 m， 2023 年 12 月 11 日．  

 
キツネベラ Bodianus bilunulatus  (Lacepède 1801) 

標本  KAUM–I. 188586，御蔵島東沖，水深 60–100 m， 2023 年 7 月 27–28 日；

KPM-NI 76970，御蔵島西沖，水深 60–90 m， 2023 年 7 月 27 日；KPM-NI 
76971，御蔵島東沖，水深 60–90 m， 2023 年 7 月 27 日；ZUMT 65700，御蔵
島東沖，水深 60–90 m， 2023 年 7 月 27 日．  

 
カマスベラ Cheilio inermis  (Forsskål 1775) 

標本  KPM-NI 82442，御蔵島北西沖，水深 30 m， 2024 年 7 月 28 日．  
写真資料  KPM-NR 248037，御蔵島港，水深 2–10 m， 2023 年 12 月 11 日．  

 
イラ Choerodon azurio (Jordan and Snyder 1901) 

標本  KPM-NI 76972，御蔵島西沖，水深 60–90 m， 2023 年 7 月 27 日．  
 
キスジイラ Choerodon  !"#$%"&'"(  (Seale and Bean, 1907) 
（図 1H）  

標本  KPM-NI 76928，メス，御蔵島西沖，水深 60–90 m，2023 年 7 月 27 日．  
備考  本種の同定と適用すべき学名と和名は古𣘺ほか（ 2025）にしたがった．
また上述の標本の色彩的特徴は，古𣘺ほか（ 2025）の示した雌相のものとよ

く一致したため，メスとして扱った．  
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カンムリベラ Coris aygula  Lacepède 1801 
標本  KPM-NI 82508，御蔵島港， 2024 年 7 月 19 日．  
写真資料  KPM-NR 248038，御蔵島港，水深 2–10 m， 2023 年 12 月 11 日．  
文献資料  栗本ほか（ 1996）：御蔵島沿岸， 1987 年 4–12 月．  

 
ムスメベラ Coris musume  (Jordan and Snyder 1904) 
（図 2A）  

標本  KAUM–I. 188587, 188588，御蔵島東沖，水深 60–100 m，2023 年 7 月 27–
28 日；KPM-NI 76931，御蔵島東沖，水深 60–90 m，2023 年 7 月 27 日；ZUMT 
65701，御蔵島東沖，水深 60–90 m， 2023 年 7 月 27 日．  

備考  本種は 2023 年 7 月に実施した御蔵島沖での釣り調査において，テンス

モドキとヤマユリトラギスに次いで多く釣獲された．北ほか（ 2018）は 2012
年から 2016 年までサンプリングをおこなった御蔵島周辺に生息するミナミ

ハンドウイルカの糞由来 DNA の解析においてベラ科魚類未同定種を検出し

ているが，その後の調査によりミナミハンドウイルカの糞由来 DNA からム

スメベラが検出されている（久保田雄斗，私信）．  
 

トカラベラ Halichoeres hortulanus  (Lacepède 1801) 
写真資料  KPM-NR 248050，御蔵島港，水深 2–10 m， 2023 年 12 月 11 日．  

 
ホウキボシテンス  Iniistius celebicus  (Bleeker 1856) 
写真資料  KPM-NR 248060，御蔵島港，水深 2–10 m， 2023 年 12 月 11 日．  

クロブチテンス  Iniistius geisha  (Araga and Yoshino 1986) 
標本  KPM-NI 76976，御蔵島北沖（障子根），水深 90 m， 2023 年 6 月 6 日．  

 
ホシテンス  Iniistius pavo  (Valenciennes 1840) 

標本  KPM-NI 76973，御蔵島東沖，水深 60–90 m， 2023 年 7 月 28 日；KPM-
NI 82439，御蔵島北東沖，水深 60 m， 2024 年 7 月 19 日．  

 
ヒラベラ Iniistius pentadactylus  (Linnaeus 1758) 

標本  KAUM–I. 197543，御蔵島港，水深 3–10 m， 2023 年 12 月 11 日；KPM-
NI 74614, 74615，御蔵島港，水深 1 m， 2022 年 10 月 28 日；KPM-NI 78166, 
78167，御蔵島港，水深 3 m， 2023 年 12 月 11 日．  

 
ホンソメワケベラ Labroides dimidiatus  (Valenciennes 1839) 

標本  KPM-NI 78161，御蔵島港，水深 0.5–3 m， 2023 年 12 月 11 日．  
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テンスモドキ Novaculops sciistius  (Jordan and Thompson 1914) 
（図 2B）  

標本  KAUM–I. 188550–188567，御蔵島東沖，水深 60–100 m，2023 年 7 月 27–
28 日；KPM-NI 76940，御蔵島西沖，水深 60–90 m，2023 年 7 月 27 日；KPM-
NI 76977，御蔵島東沖，水深 80–110 m， 2023 年 7 月 28 日；ZUMT 65698，
御蔵島東沖，水深 80–110 m， 2023 年 7 月 28 日．  

備考  本種は 2023 年 7 月に実施した御蔵島沖での釣り調査において幅広い水

深帯から数多く釣獲され，島周辺に一定の個体数が存在するものと考えられ

る．その一方で北ほか（ 2018）において解析されたミナミハンドウイルカの
胃内容物および糞由来 DNA サンプルと， 2012 年から 2022 年までに収取さ

れた糞由来 DNA サンプルからは御蔵島周辺から記録されている複数のベラ

科魚類が検出されているものの，テンスモドキは検出されていない（久保田

雄斗，私信）．テンスモドキはミナミハンドウイルカからの捕食に対する何

らかの有効な防御手段をもつものと推察されるが，理由の裏付けには両種の

生態学的知見の蓄積が必要である．  
 

シラタキベラダマシ Pseudocoris aurantiofasciata Fourmanoir 1971 
標本  KPM-NI 72787，御蔵島沖， 2022 年 10 月．  

 
アカササノハベラ Pseudolabrus eoethinus (Richardson 1846) 

標本  KPM-NI 74613，御蔵島港，水深 1 m， 2022 年 10 月 28 日．  
写真資料  KPM-NR 248034，御蔵島港，水深 2–10 m， 2023 年 12 月 11 日．  
 

ニシキベラ Thalassoma cupido (Temminck and Schlegel 1845) 
写真資料  KPM-NR 248051，御蔵島港，水深 2–10 m， 2023 年 12 月 11 日．  

 
セナスジベラ Thalassoma hardwicke (Bennett 1830) 

標本  KPM-NI 78162，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2023 年 12 月 11 日．  
 
ヤマブキベラ Thalassoma lutescens  (Lay and Bennett 1839) 

標本  KPM-NI 78193–78197，御蔵島港，水深 3 m， 2023 年 12 月 11 日．  
 
ブダイ科 Scaridae 
ブダイ  Calotomus japonicus  (Valenciennes 1840) 
写真資料  KPM-NR 248057，御蔵島港，水深 2–10 m， 2023 年 12 月 11 日．  
文献資料  栗本ほか（ 1996）：御蔵島沿岸， 1987 年 4–12 月；安藤・加藤
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（ 2008）：御蔵島北西沖（徳利根）， 1987–1990 年．  
 
ヒブダイ  Scarus ghobban  Fabricius 1775 
写真資料  KPM-NR 86942*，御蔵島沖，水深 20 m， 2002 年 6 月 2 日．  

 
トラギス科 Pinguipedidae 
カモハラトラギス  Parapercis kamoharai Schultz 1966 

標本  KPM-NI 76929，御蔵島西沖，水深 60–90 m， 2023 年 7 月 27 日．  
 
ヤマユリトラギス  Parapercis kentingensis Ho, Chang and Shao 2012 
（図 2C）  

標本  KAUM–I. 188574–188582，御蔵島東沖，水深 60–100 m，2023 年 7 月 27–
28 日；KPM-NI 76939, 76946，御蔵島西沖，水深 60–90 m， 2023 年 7 月 27
日；ZUMT 65703，御蔵島西沖，水深 60–90 m， 2023 年 7 月 27 日．  

備考  本種は 2023 年 7 月に実施した御蔵島沖の釣り調査において 60 m 以深

からテンスモドキに次いで多く釣獲された．しかし本種も北ほか（ 2018）に
より認められておらず，何らかの手段によりミナミハンドウイルカによる捕

食を回避しているものと考えられる．  
 
マダラトラギス  Parapercis tetracantha (Lacepède 1801) 

標本  KPM-NI 76930，御蔵島西沖，水深 60–90 m， 2023 年 7 月 27 日．  
クロボウズギス科 Chiasmodontidae 
クロボウズギス属の 1 種  Pseudoscopelus sp. 

標本  KPM-NI 83627，御蔵島沖， 2024 年 11 月 12 日．  
備考  上述の標本はキハダの胃内容から得られた破損の著しい標本であるが，

前上顎骨内側の歯の形態が Melo (2010: fig. 6A)の報告した Pseudoscopelus 
altipinnis Parr 1933 の特徴とよく一致する．正確な同定と日本における正確

な生息実態の解明のため，追加標本の収集と分子生物学的手法を用いた詳細

な調査が進められている．  
 
イカナゴ科 Ammodytidae 
ゴマヒレミナミイカナゴ Ammodytoides kanazawai  Shibukawa and Ida 2013 

標本  KPM-NI 72853，御蔵島港， 2022 年 4 月 26 日；KPM-NI 83344，御蔵島
港，水深 0–1 m， 2020–2022 年．  

 
 



 37 

ヘビギンポ科 Tripterygiidae 
ミヤケヘビギンポ  Enneapterygius miyakensis Fricke 1987 

標本  KPM-NI 78154，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2023 年 12 月 11 日．  
 
キビレヘビギンポ  Enneapterygius senoui Motomura, Harazaki and Hardy 2005 

標本  KPM-NI 71795，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2022 年 4 月 10 日．  
 
クロマスク  Helcogramma fuscipectoris  (Fowler 1946) 

標本  KPM-NI 78155，御蔵島港，水深 0.5–3 m， 2023 年 12 月 11 日．  
 
クロマスク属の 1 種  Helcogramma sp.  

標本  KPM-NI 71775，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2022 年 4 月 10 日．  
備考  上述の標本は概ねクロマスク H. fuscipectoris に一致する外見的特徴を

もつものの，既知の個体と色彩的特徴などに相違があり，鹿児島大学総合

研究博物館により調査が進められている（出羽優凪氏，私信）．  
 
イソギンポ科 Blenniidae 
ヤセタマカエルウオ  Alticus orientalis  Tomiyama 1955 

標本  KPM-NI 72692, 72697，御蔵島港， 2022 年 10 月 30 日；KPM-NI 74679，
御蔵島港，水深 1 m， 2022 年 10 月 30 日；KPM-NI 78224–78226，御蔵島西

部の浜（コクマノハナ）， 2023 年 8 月 20 日．  
 
ヨダレカケ Andamia tetradactylus  (Bleeker 1858) 

標本 KPM-NI 72693–72696, 72698，御蔵島港，水面直下，2022 年 10 月 30 日．  
 
ミノカエルウオ  Cirripectes polyzona  (Bleeker 1868) 

標本  KPM-NI 71705，御蔵島港，水深 2 m， 2022 年 4 月 10 日．  
 
アオモンギンポ  Entomacrodus caudofasciatus (Regan 1909) 

標本  KPM-NI 74638，御蔵島港，水深 1 m， 2022 年 10 月 29 日．  
 
スジギンポ  Entomacrodus striatus  (Valenciennes 1836) 

標本  KPM-NI 74637，御蔵島港，水深 1 m， 2022 年 10 月 29 日．  
 
カエルウオ  Istiblennius enosimae  (Jordan and Snyder 1902) 

標本 KPM-NI 74635，御蔵島港，水深 1 m， 2022 年 10 月 29 日；KPM-NI 
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74636，御蔵島港，水深 1 m， 2022 年 10 月 29 日．  
 
ニジギンポ  Petroscirtes breviceps  (Valenciennes 1836) 

標本  KPM-NI 82912,  82927,  82933，御蔵島港，水深 0–1 m， 2024 年 9 月 6 日． 
 

ヒメウナギギンポ  Xiphasia matsubarai  Okada and Suzuki 1952 
標本  KPM-NI 78233，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2023 年 11 月 16 日；KPM-NI 

80005，御蔵島港， 2024 年 5 月 27 日．  
 
ウバウオ科 Gobiesocidae 
メシマウバウオ  Pherallodichthys meshimaensis Shiogaki and Dotsu 1983 

標本  KPM-NI 72700，御蔵島港，水面直下， 2022 年 10 月 30 日．  
 
ネズッポ科 Callionymidae 
ヒメテグリ  Minysynchiropus kiyoae  (Fricke and Zaiser 1983)"  

標本  KPM-NI 82706，御蔵島北西沖，水深 30 m， 2024 年 7 月 28 日．  
 
カワアナゴ科 Eleotridae 
チチブモドキ Eleotris acanthopoma  Bleeker 1853 

標本  KPM-NI 72699，御蔵島港，水面直下， 2022 年 10 月 30 日．  
備考  上述の標本は御蔵島港内の浮遊ごみが溜まった一角より採集された．本

種は内陸部の汽水性湿地，純淡水域に生息し，特に汽水域に多いが（瀬能

ほか  2021），その様な環境は御蔵島に乏しく，無効分散になるものと推察

される．  
 
ハゼ科 Gobiidae 
ホシカザリハゼ  Istigobius decoratus  (Herre 1927) 
（図 2D）  

標本  KPM-NI 71709，御蔵島港，水深 1.8 m，2022 年 4 月 10 日；KPM-NI 74680, 
74681，御蔵島港，水深 1 m，2022 年 10 月 30 日；KPM-NI 78157–78159，御
蔵島港，水深 0.5–3 m， 2023 年 12 月 11 日．  

備考  2020–2025 年の調査において，本種はハゼ科の中で最も多く確認された．  
 
ヒメカザリハゼ  Istigobius goldmanni  (Bleeker 1852) 

標本  KPM-NI 74682，御蔵島港，水深 1 m， 2022 年 10 月 30 日．  
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ボウズハゼ  Sicyopterus japonicus  (Tanaka 1909) 
文献資料  御蔵島島史編纂委員会（ 2006）：平清水川．  
備考  御蔵島島史編纂委員会（ 2006）は， 2005 年 3 月に平清水川の滝つぼか

ら得られたオス 2 個体を写真資料とともに報告している．なお，伊豆諸島
のボウズハゼは東京都レッドリスト 2011 年版において情報不足（DD）とし
て扱われており（瀬能  2011），更なる情報の蓄積とそれに基づく再評価が望

まれる．  
 
カエルハゼ  Smilosicyopus leprurus  (Sakai and Nakamura 1979) 

標本  KPM-NI 26751*，大島分川河口， 2010 年 7 月 28 日．  
文献資料  瀬能（ 2011）：大島分川河口．  
備考  上述の標本は，瀬能（ 2011）による調査の際に得られたものである．な
お，伊豆諸島のカエルハゼは東京都レッドリスト 2011 年版において情報不

足（DD）として扱われているが（瀬能  2011），本種は環境省レッドリスト
2020 においては，ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高

い種に対する区分である絶滅危惧 IA 類（CR）に指定されており（環境省  
2020），御蔵島における更なる生息状況に関する情報の収集と，必要に応じ

た生息環境の保全が望まれる．  
 

マンジュウダイ科 Ephippidae 
ナンヨウツバメウオ  Platax orbicularis  (Forsskål 1775) 

標本  KPM-NI 76948，御蔵島港，水面直下， 2023 年 7 月 27 日．  
ツバメウオ  Platax teira  (Fabricius 1775) 

標本  KPM-NI 80236，御蔵島港，水深 7 m， 2024 年 7 月 14 日．  
写真資料  KPM-NR 248047，御蔵島港，水深 2–10 m， 2023 年 12 月 11 日．  

 
ツノダシ科 Zanclidae 
ツノダシ Zanclus cornutus (Linnaeus 1758) 

標本  KPM-NI 82705，御蔵島港，水深 0–1 m， 2024 年 8 月 2 日．  
 
ニザダイ科 Acanthuridae 
オスジクロハギ  Acanthurus blochii  Valenciennes 1835 
写真資料  KPM-NR 248036，御蔵島港，水深 2–10 m， 2023 年 12 月 11 日．  

 
スジクロハギ  Acanthurus leucopareius (Jenkins 1903) 
写真資料  KPM-NR 248036，御蔵島港，水深 2–10 m， 2023 年 12 月 11 日．  



 40 

クロモンツキ Acanthurus nigricauda Duncker and Mohr 1929 
写真資料  KPM-NR 248041，御蔵島港，水深 2–10 m， 2023 年 12 月 11 日．  

 
シマハギ  Acanthurus triostegus  (Linnaeus 1758) 
写真資料  KPM-NR 248043，御蔵島港，水深 2–10 m， 2023 年 12 月 11 日．  

 
ゴマテングハギモドキ Naso maculatus  Randall and Struhsaker 1981 
写真資料  KPM-NR 86873*，御蔵島沖，水深 25 m， 2002 年 8 月 10 日．  

 
テングハギ  Naso unicornis  (Forsskål 1775) 
写真資料  KPM-NR 248048，御蔵島港，水深 2–10 m， 2023 年 12 月 11 日．  

 
ニザダイ  Prionurus scalprum Valenciennes 1835 

文献資料  栗本ほか（ 1996）：御蔵島沿岸， 1987 年 4–12 月；安藤・加藤

（ 2008）：御蔵島北西沖（徳利根）， 1987–1990 年．  
 
カマス科 Sphyraenidae 
アカカマス  Sphyraena pinguis  Günther 1874 

標本  KPM-NI 74683, 74684，御蔵島港，水深 1 m， 2022 年 10 月 30 日．  
写真資料  KPM-NR 248033，御蔵島港，水深 2–10 m， 2023 年 12 月 11 日．  

 
クロタチカマス科 Gempylidae 
ホソクロタチ  Diplospinus multistriatus  Maul 1948 
（図 2E）  

標本  KPM-NI 83353–83355，御蔵島港，水深 0–1 m， 2020–2022 年．  
 
クロタチカマス  Gempylus serpens  Cuvier 1829 

標本  KPM-NI 78184，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2023 年 12 月 11 日；KPM-NI 
80283，御蔵島港， 2024 年 4 月 28 日．  

 
フウライカマス  Nealotus tripes  Johnson 1865 
（図 2F）  

標本  KPM-NI 78185，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2023 年 12 月 11 日；KPM-NI 
83350–83352，御蔵島港，水深 0–1 m， 2020–2022 年．  

備考  本種は御蔵島港における灯火採集において最も多く確認されているク

ロタチカマス科魚類である．クロタチカマス科魚類は御蔵島港における灯
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火採集において多く確認されており（図 2E, F），北ほか（ 2018）は本科魚類

をミナミハンドウイルカの糞由来 DNAから高頻度で検出していることから，

本科魚類は高次捕食者の主要な餌資源とされている可能性がある．  
 

タチウオ科 Trichiuridae 
クロタチモドキ Aphanopus arigato Parin 1994 

標本  KPM-NI 82277，御蔵島港， 2024 年 4 月 28 日．  
 
ナガユメタチモドキ Assurger anzac  (Alexander 1917) 

標本  KPM-NI 71789，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2022 年 4 月 10 日．  
 
サバ科 Scombridae 
カマスサワラ Acanthocybium solandri (Cuvier 1832) 

文献資料  安藤・加藤（ 2008）：御蔵島北西沖（徳利根）， 1987–1990 年．  
 
マルソウダ  Auxis rochei rochei (Risso 1810) 

文献資料  安藤・加藤（ 2008）：御蔵島北西沖（徳利根）， 1987–1990 年；

Matsumoto  et al .  (2012)：御蔵島近海（オオミズナギドリの胃内容物）．  
 
ヒラソウダ  Auxis thazard thazard  (Lacepède 1800) 

文献資料  安藤・加藤（ 2008）：御蔵島北西沖（徳利根）， 1987–1990 年．  
カツオ  Katsuwonus pelamis  (Linnaeus 1758) 

標本  KPM-NI 79890，御蔵島東沖，水面直下， 2024 年 6 月 8 日；KPM-NI 
83551，御蔵島港沖， 2024 年 9 月 14 日．  

文献資料  安藤・加藤（ 2008）：御蔵島北西沖（徳利根）， 1987–1990 年．  
 
ハガツオ  Sarda orientalis  (Temminck and Schlegel 1844) 

文献資料  安藤・加藤（ 2008）：御蔵島北西沖（徳利根）， 1987–1990 年．  
 
ゴマサバ Scomber australasicus  Cuvier 1832 

標本  KPM-NI 71745, 71746，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2022 年 4 月 10 日．  
文献資料  北ほか（2018）：御蔵島近海（ミナミハンドウイルカの胃内容物）．  

 
マサバ Scomber japonicus  Houttuyn 1782 

文献資料 Matsumoto et al. (2012)：御蔵島近海（オオミズナギドリの胃内容物）．  
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キハダ  Thunnus albacares (Bonnaterre 1788) 
標本  KPM-NI 82914，御蔵島港， 2024 年 8 月 22 日．  
文献資料  安藤・加藤（ 2008）：御蔵島北西沖（徳利根）， 1987–1990 年．  

 
ヒラメ科 Paralichthyidae 
ヒラメ Paralichthys olivaceus (Temminck and Schlegel 1846) 

文献資料  栗本ほか（ 1996）：御蔵島沿岸， 1987 年 4–12 月；安藤・加藤

（ 2008）：御蔵島北西沖（徳利根）， 1987–1990 年．  
 
ダルマガレイ科 Bothidae 
ホシダルマガレイ  Bothus myriaster  (Temminck and Schlegel 1846) 

標本  KPM-NI 74685，御蔵島港，水深 1 m， 2022 年 10 月 30 日．  
 
ヤツメダルマガレイ  Tosarhombus octoculatus  Amaoka 1969 

標本  KPM-NI 78271，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2023 年 11 月 16 日．  
 
モンガラカワハギ科 Balistidae 
イトヒキオキハギ  Abalistes filamentosus  Matsuura and Yoshino 2004 

標本  KPM-NI 76952，御蔵島東沖，水深 60–90 m， 2023 年 7 月 28 日．  
 
 
アミモンガラ Canthidermis maculata  (Bloch 1786) 

標本  KPM-NI 76949，御蔵島東沖，水面直下， 2023 年 7 月 27 日；KPM-NI 
76966，御蔵島東沖，水面直下， 2023 年 7 月 28 日．  

 
クロモンガラ Melichthys vidua  (Richardson 1845) 

標本  KPM-NI 76963，御蔵島港， 2023 年 7 月 24 日．  
 
アカモンガラ Odonus niger  (Rüppell 1836) 

標本  KPM-NI 76962，御蔵島港， 2023 年 7 月 24 日；KPM-NI 78232，御蔵島
港，水深 0–0.5 m， 2023 年 11 月 16 日；KPM-NI 79899，御蔵島東沖， 2024
年 6 月 3 日．  

 
メガネハギ  Sufflamen fraenatum (Latreille 1804) 

標本  KAUM–I. 188548，御蔵島東沖，水深 60–100 m， 2023 年 7 月 27–28 日；

KAUM–I. 197542，御蔵島港，水深 3–10 m，2023 年 12 月 11 日；KPM-NI 76937，
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御蔵島東沖，水深 60–90 m， 2023 年 7 月 27 日．  
 
ホシモンガラ Xanthichthys auromarginatus (Bennett 1832) 

標本  KPM-NI 78223，御蔵島西沖，水深 50 m， 2023 年 10 月 20 日．  
 
スジナメモンガラ Xanthichthys lineopunctatus (Hollard 1854) 

標本  御蔵島沖，水深 30–60 m，2019 年 7 月 20 日；KPM-NI 76934，御蔵島東
沖，水深 60–90 m，2023 年 7 月 27 日；ZUMT 65695，御蔵島東沖，水深 60–
90 m， 2023 年 7 月 27 日．  

 
ナメモンガラ Xanthichthys mento  (Jordan and Gilbert 1882) 

標本  KPM-NI 82443, 82507，御蔵島北西沖，水深 30 m， 2024 年 7 月 28 日．  
 
カワハギ科 Monacanthidae 
ウスバハギ  Aluterus monoceros  (Linnaeus 1758) 

標本  KPM-NI 82913，御蔵島港，水深 0–1 m， 2024 年 9 月 6 日．  
 
ハクセイハギ  Cantherhines dumerilii  (Hollard 1854) 

標本  KPM-NI 83523，御蔵島港， 2024 年 10 月 3 日．  
写真資料  KPM-NR 248054，御蔵島港，水深 2–10 m， 2023 年 12 月 11 日．  

 
キビレカワハギ  Thamnaconus modestoides (Barnard 1927) 

標本  KPM-NI 76974，御蔵島東沖，水深 80–110 m， 2023 年 7 月 28 日．  
 
ハコフグ科 Ostraciidae 
シマウミスズメ Lactoria fornasini  (Bianconi 1846) 

標本  KPM-NI 82708，御蔵島沖， 2024 年 8 月 6 日；KPM-NI 83629，御蔵島
沖， 2024 年 11 月 12 日．  

 
ウチワフグ科 Triodontidae 
ウチワフグ  Triodon macropterus  Lesson 1829 
（図 2G）  

標本  KPM-NI 76975，御蔵島東沖，水深 80–110 m， 2023 年 7 月 28 日．  
備考  本種の背鰭棘は全くないか，痕跡的にあることが知られており，西太

平洋産の個体には痕跡的にあるものが多いが（松浦  2017），上述の標本に

は痕跡的な背鰭棘が確認された．  
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フグ科 Tetraodontidae 
サザナミフグ  Arothron hispidus  (Linnaeus 1758) 

標本  KPM-NI 83527，御蔵島港， 2024 年 9 月 13 日．  
 
ゴマフキンチャクフグ  Canthigaster amboinensis  (Bleeker 1864) 

標本  KPM-NI 78156，御蔵島港，水深 0–0.5 m， 2023 年 12 月 11 日．  
写真資料  KPM-NR 248042，御蔵島港，水深 2–10 m， 2023 年 12 月 11 日．  

 
キタマクラ Canthigaster rivulata  (Temminck and Schlegel 1850) 
（図 2H）  

標本  KPM-NI 76945，御蔵島西沖，水深 60–90 m， 2023 年 7 月 27 日；KPM-
NI 76955，御蔵島東沖，水深 60–90 m， 2023 年 7 月 28 日．  

備考  本種は通常水深 30 m 以浅の岩礁あるいはサンゴ礁で見られるが（松浦，

2017）， 2020–2025 年の調査では水深 60–90 m の比較的深い水深帯からのみ

確認された．なお本種は水深 230 m からも記録されており（松浦  2017），幅
広い水深帯を利用するものと推察される．  

 
クマサカフグ  Lagocephalus lagocephalus (Linnaeus 1758) 

標本  KPM-NI 74639，御蔵島港，水深 1 m， 2022 年 10 月 29 日．  
 
センニンフグ  Lagocephalus sceleratus (Gmelin 1789) 

標本  KPM-NI 82511，御蔵島北東沖，水深 30–60 m， 2024 年 7 月 23 日．  
 
ヨリトフグ  Sphoeroides pachygaster  (Müller and Troschel 1848) 

標本  KPM-NI 83357，御蔵島港，水深 0–1 m， 2020–2022 年．  
 
シッポウフグ  Torquigener brevipinnis  (Regan 1903) 

標本  KPM-NI 76954，御蔵島東沖，水深 50–70 m， 2023 年 7 月 28 日；KPM-
NI 82440, 82441，御蔵島北東沖，水深 60 m， 2024 年 7 月 19 日．  

 
ハリセンボン科 Diodontidae 
イシガキフグ  Chilomycterus reticulatus  (Linnaeus 1758) 

標本  KAUM–I.197620，御蔵島港，水深 3–10 m， 2023 年 12 月 11 日；KPM-
NI 80243，御蔵島港，水深 3 m， 2024 年 7 月 14 日．  
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ハリセンボン  Diodon holocanthus Linnaeus 1758 
写真資料  KPM-NR 248055，御蔵島港，水深 2–10 m， 2023 年 12 月 11 日．  

 
マンボウ科 Molidae 
ヤリマンボウ  Masturus lanceolatus  (Liénard 1840) 

標本  KPM-NI 79900，御蔵島東沖， 2024 年 6 月 8 日．  
 
環境 !"# メタバーコーディング解析の結果 $

本研究で実施した環境 DNA メタバーコーディングでは， 18 時の採水サンプルか

ら 31,101 リード， 21 時の採水サンプルから 29,837 リードが得られた．これらから

推定された OTUs は計 172 であった．海域の生物相を推定するために解析した全リ

ード数に対する門レベルの分類群の割合を図 3 に示す．緑藻とハプト植物が全体の

80%以上を占め，これに続いて節足動物（主にカイアシ類を中心とした動物プラン

クトン）が検出された．また，固着性の海綿類や刺胞動物も多数検出された．  

魚類 OTUs に該当する配列は 480 リードで，12 種 13 OTUs に分類された（表 1）．

これらの多くは熱帯性および温帯性の浅海性魚類であったが，大陸棚斜面性魚類であ

るネズミギスも検出された．また，18 時に検出された魚類 OTUs のリード数は 21 時

に比べて明らかに多く，種組成にも顕著な違いが見られた（表 1；図 4）．  

 
考察  

今回の調査で確認された魚類においては，今回の調査でもニセゴイシウツボ

やテングハギなどの熱帯 –亜熱帯域に分布の中心がある種が確認されるとともに，

ヒラベラやタカノハダイなどの底質依存性の強い亜熱帯－温帯域に分布の中心

がある種が普通種として観察された．これまでの調査で把握された御蔵島沿岸の

魚類相においてはイットウダイ科，テンジクダイ科，アジ科，ベラ科，スズメダ

イ科などが優占しており，この点において，南西諸島の魚類相に近いことが明ら

かとなった（例えば Koeda  et al .  2016; Motomura and Harazaki 2017; Fujiwara and 
Motomura 2020; Jeong and Motomura 2021; Motomura 2023）．しかし，これまでに
知られている南西諸島の魚類相において，特に多くの種数が確認されているハゼ

科については，今回の調査では 5 種のみが確認されている（図 2D）．これは今回

の調査地において島嶼性のハゼ科が好むラグーンのような流れの穏やかな浅所

の環境，河口域がなく，岩礁あるいは造礁性サンゴなど小型のハゼ科魚類が身を

隠す環境も乏しかったことに起因するものと思われる（瀬能ほか  2021）．他方，

南西諸島における調査では乏しいハダカイワシ科魚類が御蔵島沿岸では多く確

認されている（図 1B, C, D）．これらは全て御蔵島港における外洋に面した場所

での灯火採集において採集されたものであり，御蔵島沿岸の海底地形が急峻とな
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っていることに加え湧昇流が発生しやすいために深海に生息する魚類が接岸し

やすく，かつ海水の透明度も高いために灯火採集による誘因の効果が大きかった

こと，御蔵島が擁する照葉樹林から流れ出る河川水により有機物や塩類が供給さ

れるため（菅野  2009），御蔵島周縁にハダカイワシ科魚類が主に餌とする動物性

プランクトンが比較的豊富にあっために接岸していたなどが考えられる．ハダカ

イワシ科魚類は海洋中深層域で最大の生物量を占めるタクソンであり（ Paxton 
and Hulley 1999），他の大型の生物に捕食されることで生態系の裾野を支える役

割をもつため，このタクソンの御蔵島周辺海域島沿岸における潤沢さおよび多様

性が，島に生息する鯨類，大型の魚類，海鳥類を支持している可能性が示唆され

た．なお，北ほか（ 2018）はミナミハンドウイルカの糞由来 DNA から高頻度で

ハダカイワシ目魚類を検出しており，ミナミハンドウイルカは直接ハダカイワシ

目魚類を捕食しないものの，ミナミハンドウイルカが餌とする中～大型の魚類が

ハダカイワシ目魚類を捕食することで得られた二次胃内容物に由来するものと

考察している．  
2020–2025 年の調査期間において，かつて記録されていたブリ，マダイ，イサ

キなどの暖温帯域に分布の中心をもつ種の一部が確認されず（栗本ほか  1996；
安藤・加藤  2008；Matsumoto  et al .  2012），Matsumoto  et al .  (2012)がオオミズナ
ギドリの胃内容物から特に多く得られた種として報告しているカタクチイワシ

も確認できなかった．これらの種は御蔵島近海において個体数を大幅に減らして

いるか，個体群そのものが消失した可能性があり，今後これらの出現状況に注目

したい．  
環境 DNA メタバーコーディングによる生物相推定の結果，御蔵島近海には植

物プランクトンや動物プランクトンが豊富に生息していることが明らかになっ

た．また，海綿類やソフトコーラルなどの固着性ベントスも検出されたが，これ

らは採集を行った岸壁に付着していた生物と考えられる．魚類では，大型のアジ

科魚類やタカベ，ヒメダツといった回遊魚のほか，テリエビス，オオスジイシモ

チ，オヤビッチャなど，岸壁に定住していると考えられる魚種も検出された．さ

らに，18 時と 21 時で魚類 OTU 数に差が生じ，検出される魚種が変化していた．

特にオヤビッチャ，ナンヨウカイワリ，ヒメダツの検出 OTU 数に顕著な差異が

見られ，夜が更けるにつれて動きが鈍くなる，または岸壁から離れることが推測

された．今回は 2 回のみの採水に留まったが，1 日を通して採水を繰り返すこと

で，より多くの魚種を検出できる可能性があり，さらに御蔵島近海の魚類の行動

学的考察も深められると期待される．  
今回得られた結果は単発的な実地調査に基づくものであるが，継続的な魚類

相を実施することで，島民の漁業活動や遊漁・シュノーケリングといった魚類が

関わる観光産業などのこの島において享受される生態系サービスの理解に還元
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される情報が得られるものと期待される．  
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図１：御蔵島で確認された魚類．A: ハレギエソ !"#$%&' ()&*&'，KPM-NI 76956；B: 

ゴコウハダカ +,-)*$'.$/,(&'0*$1#',#%2 ，KPM-IN 74633；C: アガリハダカ 3 .0-,4)#2，

KPM-NI 78175；D: タカハダカ Diaphus0'.562%*2，KPM-NI 78181；E: キビレキント

キ 7-2).)#*5&'08)2',-), ，KPM-NI 76932；F: ハタンポ属の 1 種 7,6/5,-2'  sp.，KPM-

NI 82916；G: ミナミイスズミ 9"/5$'&'0 /).2:2.&' ，KPM-NI 78451；H: キスジイラ

+5$,-$%$#08)6;$)#4),，KPM-NI 76928  
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図 2. 御蔵島で確認された魚類．A: ムスメベラ +$-2'06&'&6,，KPM-IN 76931；B: テ

ンスモドキ <$=).&($/'0 '.22'*2&'，KPM-NI 76940；C: ヤマユリトラギス 7)-)/,-.2'0

>,#*2#4,#'2'，KPM-NI 76946；D: ホシカザリハゼ ?'*24$;2&'0%,.$-)*&'，KPM-NI 78159；

E: クロタチカマス @,6/"(&'0',-/,#' ，KPM-NI 78184；F: フウライカマス <,)($*&'0

*-2/, ' ，KPM-NI 78185；G: ウチワフグ A-2$%$#06).-$/*,-&'，KPM-NI 76975；H: キ

タマクラ +)#*524)'*,-0-2=&()*)，KPM-NI 76955. 
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図 3 解析対象とした全配列に対する，分類群（門レベル）ごとのリード数の割合  

 

 
図 4 18 時と 21 時に採水したサンプルに含まれていた魚類 OTUs のリード数の割合  

 

表 1． 18 時と 21 時に採水したサンプルに含まれていた魚類 OTUs と件数  

  

!"#$%&'()
&%*+,

,*#-.%+'*/
01233

!"#$%&'()
&%*+,

,*#-.%+'*/
40233

567%8/7)76'8*#%'()'/(-9:7/',%;"%86%' <*-*8%,%'8*#%
=6%,,7(8'!(>

()'/(-':7/',%;"%86%

3 ? !"#$%&'()#%(*+))%,"+ @%&7%$7," AB43CD?4>0
E 3 -.'/,%$#"00"*1%23"&"()4" @(F%#%F7," GHE041?1>0
3 E !'2"#*&#/0'(%14)4"20/. I%*J7 K<0L4D?M>0
L 3 5.)%#4+(&4/.*,%','#2'+(+ G,"J797,:7#(6:7 GND1C1DM>0
3 00 6"7#"&%$2%.."*"#$'()+8'()#+. @*O*$% !PQ30D0DL>0
3 00 !'#+%2"*#+8%2+"(" R7&%8*F*9O*8-*6:7 GND1MLL0>0
3 04 9%(%#3(&4/.*"77#'8+")/. !%S"#7F7," ITDCLCE0>0
04 3 :'%)#3$%(*;/42++ U*OO(%7 =V?1EM1E>0
44 3 <3#+1#+.)+.*,-> =O*#*/,"O*,*9S(O" K<LM10?C>0
4C 3 ='#,"/+"*%#)4%$#"00/. !*89W(O*7X*&7 IT3D?0L0>0
?? 3 ='#,"/+"*%#)4%$#"00/. !*89W(O*7X*&7 GND1ECEM>0
031 3 -2")37'2%('*"#$"2" R7#%+*/," <N1?D33L>0
43M ? >7/,'?,/?*8"+$+'(.+. GW*$7/6:* <Y?D?C40>0
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